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この取扱説明書の見かた

� 本文中の記号の見かた
ご注意 ：操作上の注意が書かれています。
メモ ：機能や使用上の制限など、参考

になる内容が書かれています。
A ：参考ページや参照項目を示して

います。

� 本書記載内容について
● 本書は、ネットワークの設定、Internet 

Explorerを使った設定および統合ビューワー
の操作について説明しています。

● 本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一
部、または全部を弊社に無断で転載、複製な
どを行うことは禁じられています。

● Windowsは、米国マイクロソフト社の登録商
標です。

● 本書に記載されている他社製品名は、一般に
各社の商標、または登録商標です。本書では
�、�、�などのマークは省略してあります。

● 本書に記載されたデザイン、仕様、その他の
内容については、改善のため予告なく変更す
ることがあります。

● 本書で使われている画面は、実際のものとは
異なる場合があります。

● カメラの取り付けについては、付属の「はじ
めにお読みください」と、付属 CD-ROM内
の「取扱説明書（設置編）」（pdf）をご覧く
ださい。

● 機種固有の機能や設定値などについては、機
種名を記載しています。



ネットワーク設定

● カメラが送信するデータ量に対して十分な
ネットワーク帯域を確保してください。また、
帯域を越えるマルチキャストストリームを流
さないでください。マルチキャストストリー
ムによって帯域が専有されると、ネットワー
ク経由で本機を制御できなくなる場合があり
ます。

● カメラが送信するデータ量は設定や配信数に
よって異なります。

● 送信できるビットレートの上限は約20Mbps
です。

総配信量の見積り
カメラからの JPEG総ビットレートは、カメラ
の設定、クライアントの数、クライアントから
の要求フレーム数により決まります。カメラか
らのMPEG4総ビットレートは、配信数によっ
て決まります。これらを考慮してシステム設計
してください。

JPEGストリームのビットレート
1枚あたりの JPEGファイルのサイズは、エン
コードの設定やカメラ映像によって異なりま
す。AFSを選択した場合は、複数の JPEGの平
均サイズが目標ファイルサイズになるようにエ
ンコードされます。VFSを選択した場合は、
JPEGエンコード時の量子化テーブルは一定に
保たれ、ファイルサイズはカメラ映像に応じて
増減します。

� AFS(Average File Size)のファイルサイズ

� VFS(Variable File Size)のファイルサイズ

ビットレートの設定やクライアントからの要求
フレームレートによって最大配信数は変わりま
す。最大ではマルチキャストを含めて 20本の
ストリームを配信できます。これらのフレーム
レートを合計したものが、総フレームレートに
なります。
例えば 2個のクライアントから 10 fpsを要求さ
れ、それとは別にマルチキャストで 10 fpsを送
信している場合、総フレームレートは次のよう
になります。

10+10+10=30 fps

1 枚あたりの JPEG ファイルサイズが 30kB であ
れば、総ビットレートは次のようになります。

30 kB × 30 fps ＝ 900 kB/s ＝約 7.2 Mbps

MPEG4ストリームのビットレート
MPEG4ストリームのビットレート方式は、VBR
（可変ビットレート）または CBR（固定ビット
レート）のいずれかの方式を選択できます。
VBR方式は入力映像信号の状況に応じてビット

ネットワークの要件

配信ファイルサイズ選択可能範囲

配信ファイルサイズ（参考値）
VGA QVGA

画
質
の
設
定
値

VFS1(高） 80 kB 27 kB

VFS2 60 kB 20 kB

VFS3 40 kB 13 kB

VFS4(中） 30 kB 10 kB

VFS5 25 kB 8 kB

VFS6 20 kB 7 kB

VFS7(低） 15 kB 5 kB
3

レートが変化します。VBR方式の場合、画質は安
定しますが、ビットレートの予測が困難です。
CBR方式は入力映像信号の状況に関係なく、一定
のビットレートでエンコードします。CBR方式の
場合、画質が変化しますがビットレートの予測が
容易です。
VBR、CBRとも、めやすとしてのビットレートを
設定できます。（64kbps _ 8000kbps）

VGA QVGA

10 kB～ 100 kB 3 kB ～ 33 kB



ネットワーク設定

音声のデータ量（VN-V686WPCのみ）
送信する音声データは最大で 2 本です。受信す
る音声データは最大で 1 本です。音声データは
1 本あたり 64 kbps です。音声のデータ量は次
の式で計算できます。
64 kbps ×本数
本数は TCP で送信している本数（クライアン
トの数）、マルチキャストで送信している本数、
および受信している本数を合計したものです。
例えばカメラが 2 本の音声を送信し、1 本の音
声を受信している場合、データ量は次のように
なります。
64 kbps × 3 = 192 kbps

配信数制限
カメラは設定およびクライアントからの要求に
より配信数の上限が決まります。
JPEGの配信方法は、Aフレームレート優先 B
モードと Aクライアント数優先 Bモードのどち
らかを選択できます。Aフレームレート優先 B
モードは、クライアントから要求されたフレー
ムレートで JPEGを配信するモードです。配信
ストリームの中で最も高いビットレートを基準
に、最大配信数が決まります。Aクライアント
数優先 Bモードは、多数のクライアントから要
求が来た場合に、要求されたフレームレートよ
り低いフレームレートで JPEGを配信すること
により、多数のクライアントを受け付けるモー
ドです。最大 20クライアントからの配信要求
を受け付けることができます。
� フレームレート優先モードを選択した場合
クライアントから要求されたフレームレートで
JPEGを配信します。

● JPEGとMPEG4を同時に配信する場合
最大で JPEGを 2クライアント、MPEG4を 3
クライアント、それぞれ配信可能です。ただ
し、合計ビットレートが 20 Mbpsを超えてしま
う場合は配信要求を受け付けません。
JPEGと MPEG4を同時に配信する場合の
最大配信数

● MPEG4のみを配信する場合
設定されたビットレートにより最大配信数が決
まります。最大配信数を超えて配信要求が行わ
れた場合、配信要求を受け付けません。

MPEG4のみを配信する場合の最大配信数

� クライアント数優先モードを選択した場合
● JPEGのみを配信する場合
フレームレート優先モードで配信要求を受け付
けない条件においてはフレームレート優先モー
ドと同じく、クライアントから要求されたフ
レームレートで JPEGを配信します。フレーム
レート優先モードで配信要求を受け付けない条
件においては、ビットレートの上限が下の表の
値になるようにフレームレートを制御し、最大
20クライアントからの配信要求を受け付けま
す。例えばクライアント A、Bがそれぞれ 10 

ネットワークの要件 (つづき )

JPEG
最大配信数

MPEG4
最大配信数

合計
ビットレート

2 3 20 Mbps以下

設定
ビットレート

最大
配信数

合計最大
ビットレート

0.6 Mbps以下 20 12 Mbps

3 Mbps以下 4 12 Mbps

4 Mbps以下 3 12 Mbps

6 Mbps以下 2 12 Mbps

6 Mbpsを越え
る場合

1 設定可能な最大の
値（8 Mbps）
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最大配信数を超えて配信要求を行なわれた場
合、配信要求を受け付けません。
● JPEGのみを配信する場合
例えばクライアント Aが 1 Mbpsを要求し、ク
ライアント Bが 5 Mbpsを要求している場合、
5 Mbps以下の要求をさらに 2本（合計 4本）
配信可能です。
JPEGのみを配信する場合の最大配信数

Mbpsを要求・受信している場合にクライアン
ト Cが 5 Mbpsを要求すると、各クライアント
への配信ビットレートが 5 Mbps以下となるよ
うにフレームレートを下げます。
JPEGのみを配信する場合におけるビットレー
トの上限

ビットレートが
最大の配信

最大
配信数

合計最大
ビットレート

1 Mbps以下 20 20 Mbps

5 Mbps以下 4 20 Mbps

10 Mbps以下 2 20 Mbps

10 Mbpsを
越える場合

1 設定可能な最大の
値（24 Mbps）

現在の配信数 上限ビット
レート

合計最大ビッ
トレート

2以下 10 Mbp 20 Mbp

3_4 5 Mbp 20 Mbp

5_20 1 Mbp 20 Mbp



● JPEGとMPEG4を同時に配信する場合
フレームレート優先モードで配信要求を受け付け
ない条件においてはフレームレート優先モードと
同じ動作になります。フレームレート優先モード
で配信要求を受け付けない条件においては、ビッ
トレートの上限が下の表の値になるように JPEG
配信のフレームレートを制御し、JPEGと
MPEG4の配信数の合計が最大 20となるまで配信
要求を受け付けます。ただし、MPEG4配信スト
リームの合計ビットレートが 10 Mbps以上の場合
は配信要求を受け付けません。
JPEGと MPEG4を同時に配信する場合におけ
る JPEGビットレートの上限

● MPEG4のみを配信する場合
設定されたビットレートにより最大配信数が決
まります。最大配信数を超えて配信要求が行わ
れた場合、配信要求を受け付けません。

MPEG4のみを配信する場合の最大配信数
(A 4ページ )

メモ：                                                      
● 画像の配信中に設定ビットレートを変更すると、
配信制限が正しく機能しない場合があります。

ネットワーク帯域が不足した場合
帯域が不足するとクライアントで取得できる
JPEGの枚数（フレームレート）が少なくなり
ます。また、映像配信が遅延します。MPEG4
の場合、ノイズが入り再生できなくなることが
あります。

パケットロス
カメラから TCPで画像を取得する場合、パ
ケットロスは TCPの再送によりリカバリーさ
れます。ただし再送による遅延が大きい場合に
は、データが欠落し、画像のフレームレート低
下が起こります。MPEG4の場合、ノイズが入
り再生できなくなることがあります。
カメラからのマルチキャスト送信でパケットロ
スが起こった場合、画像のフレームレート低下
が起こります。MPEG4の場合、ノイズが入り
再生できなくなることがあります。

カメラで使用するプロトコル、ポート番号一覧
カメラには下記のプロトコル、ポート番号を使
用します。ファイアウォールを設置する場合に
はこれらのポートを通過させてください。

現在の配信数 上限ビット
レート

合計最大ビッ
トレート

2以下 5 Mbp 10 Mbp

3_4 2.5 Mbp 10 Mbp

5_20 0.5 Mbp 10 Mbp
プロトコル /　
ポート番号 用途

送信元
TCP/80 JPEG/MPEG4取得、

Web設定ページ、API、
音声取得（VN-V686WPC
のみ）

TCP/5510 VSIP

UDP/5510 VSIP

UDP/9541 VSIP発見プロトコル
TCP/10020
TCP/10021
TCP/10023

（調整用に予約）

TCP/49298 音声データ受信
（VN-V686WPCのみ）

TCP/32040 アラーム配信

宛先
5

ネットワークの遅延
クライアントが JPEGを TCPで取得する場合に
は、クライアントからの ACKを確認しつつカメラ
は送信します。遅延が大きいネットワークでは
ACKを受信するまで送信できないため、フレーム
レートが低下します。MPEG4の場合、ノイズが
入り再生できなくなることがあります。
マルチキャストで受信すれば、ネットワークの遅
延によるフレームレート低下は無くなります。

ネットワークのジッター
ネットワークのジッターが大きいと、遅延時間
の増大、映像のフレームレートの低下が起こり
ます。MPEG4の場合、ノイズが入り再生でき
なくなることがあります。

TCP/20、21 FTP

TCP/25 メール送信
TCP/110 POP（メール送信）
TCP/
ユーザー設定番号

アラーム送信

UDP/123 SNTP

UDP /　　　　
ユーザー設定番号

アラーム送信



ネットワーク設定

IPアドレスの設定手順

カメラの IPアドレスを下記手順で設定ます。

Step1　パソコンの IPアドレス設定
(A7ページ )

G
Step2　Internet Explorerの設定
(A8ページ )

G
Step3　カメラとパソコンの接続
(A10ページ )

G
Step4　カメラの IPアドレス設定
(A12ページ )

� IPアドレスを設定するためのパソコンをご用
意ください。

● 設定用パソコンの最小仕様
OS ：Windows XP(Professionalま

たは Home Edition)（SP2）
：Windows Vista Business(SP1)

Webブラウザ ：Internet Explorer
XP :Version 6.0

Vista :Version 7.0

ご注意：                                                        
● 本機に IPアドレスを設定する場合、本機と設
定用パソコン、およびスイッチングハブのみ
で構成されたネットワークで設定を行なって
ください。

● 他のネットワーク機器や他のネットワークと
接続されたハブに LANケーブルを接続し、設
定を行うことはトラブルの原因となります。

� IPアドレスを設定するためのシステム構成

工場出荷時は A固定 IPB（DHCPクライアント
機能がオフ）になっており、カメラの起動後、
下記の IPアドレスで起動します。

IPアドレス : 192.168.0.2

サブネットマスク
: 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ
: なし

メモ：                                                      
● カメラへ固定の IPアドレスを設定するため
に、カメラ、スイッチングハブ、および設定
用パソコンをカテゴリー 5以上のストレー
ト LANケーブルで接続してください。

IPアドレスの設定

設定用パソコンの IPアドレスを設定します。

設定用パソコンとカメラを接続するために、
Internet Explorerの設定を行います。

設定用パソコンとカメラを接続します。

[基本設定 1]画面の [IP 設定 ]項目を、
A固定 IPBまたは、ADHCPBに設定します。
6



パソコンの IPアドレス設定

パソコンの IPアドレスを、カメラと通信可能なものに設定してください。
本項目は、Windows XPを基本に記述してあります。

1 [スタート ]をクリックする
● [コントロールパネル]-[ネットワークとインターネット接続]-[ネットワーク接続]の順に選択します。

Windows Vista：
● [設定 ]-[コントロールパネル ]-[ネットワーク共有センター]-[ネットワーク接続の管理 ]の順に
選択します。

2 Internet Explorerを起動するパソコンが、つながれているネットワークを選択する
● 右クリックし、[プロパティ ]を選択します。
● [Microsoftネットワーク用クライアント]と[インターネットプロトコル(TCP/IP)]のチェックボッ
クスが、選択されていることを確認します。

Windows Vista：
● [Microsoftネットワーク用クライアント ]と [インターネットプロトコル バージョン4(TCP/IPv4)]
のチェックボックスが、選択されていることを確認します。

3 [インターネットプロトコル (TCP/IP)]を選択し、[プロパティ ]をクリックする
Windows Vista：
● [インターネットプロトコル バージョン 4(TCP/IPv4)]を選択し、[プロパティ ]をクリックします。

4 IPアドレスを設定する

A

B [IP アドレス ]を設定します。（工場出荷時のカ
メラに対応するには、例えば 192.168.0.100）
メモ：                                                      
● 変更する前に必ず元の IPアドレスのメモを
とってください。

ご注意：                                                        
● ネットワーク環境内で同じIPアドレスを使わ
ないように設定してください。

[次の IPアドレスを使う ]を選択します。
7

5 [ローカルエリア接続のプロパティ ]画面の [OK]をクリックする

C

D

E [OK]をクリックします。

[サブネットマスク ]は設定作業に適切な値とし
てください。不明な場合はネットワークの管理者
に確認してください。
（初期設定に対応するには、255.255.255.0）

[デフォルトゲートウェイ ]がある場合、その IP
アドレス（例えば 192.168.0.254）を設定します。



ネットワーク設定

Internet Explorerの設定
1 パソコンで Internet Explorerを起動する
2 Internet Explorerにプロキシが設定されている場合には、次の手順で Internet Explorer
のプロキシをオフにする

● [ツール ]-[インターネットオプション ]-[接続 ]-[LAN の設定 ]の順に選択し、[ローカルエリア
ネットワーク（LAN）の設定 ]ウィンドウの [プロキシサーバー ]内の
[LANにプロキシサーバーを使用する ]のチェックマークをはずします。

3 Internet Explorerでアクティブスクリプトが有効になっていない場合には、次の手順で有効
にする

● まず [ツール ]-[インターネットオプション ]-[セキュリティ]で、[信頼済みサイト ]を選択します。
その後、直下の [信頼済みサイト［サイト ...］]が選択できるようになり、それをクリックし表
示されるウィンドウで、[このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認 (https:)を必要とする
]のチェックマークをはずし、次のWebサイトをゾーンに追加します。
http://192.168.0.2

IPアドレスの設定 (つづき )

チェックマークをはずす
8

● 次に [ツール ]-[インターネットオプション ]-[セキュリティ]で [信頼済みサイト ]を選択し、[レベ
ルのカスタマイズ ]をクリックします。開いた [セキュリティの設定 ]ウィンドウから
[スクリプト ]-[アクティブスクリプト ]の [有効にする ]を選択します。

[有効にする ]を選択



Internet Explorerの設定 (つづき )

4 Internet Explorerで Active Xコントロールとプラグインが有効になっていない場合に
は、次の手順で有効にする

● [ツール ]-[インターネットオプション ]-[セキュリティ]で、[信頼済みサイト ]をクリックします。
[レベルのカスタマイズ ]を選択し、[セキュリティの設定 ]ウィンドウを開きます。開いたウィン
ドウから [Active Xコントロールとプラグイン ]の全項目を [有効にする ]にします。また、[その
他 ]にある [サイズや位置の制限なしにスクリプトでウィンドウを開くことを許可する ]を有効に
します。

5 ポップアップブロックを無効にする
Internet Explorerでポップアップブロックが A有効 Bになっていると、カメラを接続することができ
ません。
その場合には下記手順で、ポップアップブロックを A無効 Bにしてください。
● [ツール]－[ポップアップブロック]－[ポップアップブロックを無効にする]を選択すれば、すべての
サイトが許可されます。

● 本機などの特定のサイトだけ許可したい場合には [ツール ]-[ポップアップブロック ]-[ポップアップブ
ロックを有効にする ]を選択し、その後、選択可能になる [ツール ]-[ポップアップブロック ]-[ポップ
アップブロックの設定 ]を選択し、[ポップアップブロックの設定 ]ウィンドウを開きます。
開いたウィンドウに許可するWebサイトのアドレスとしてカメラのアドレスを追加します。

6 ツールプラグインを Internet Explorerに入れている場合、ツールプラグインのポップ

[有効にする ]を選択
9

アップブロック機能も無効にする



ネットワーク設定

カメラとパソコンの接続
1 Internet Explorerを起動する

メモ：                                                                                                                           
● Internet Explorerでインターネットへのアクセスにプロキシサーバーが設定されていると、直接指
定ができない場合があります。そのときは、Internet Explorerのプロキシ設定の変更を行なってく
ださい。

2 ユーザー名、パスワードを入力する（管理者権限でログインします）(A 14ページ )

IPアドレスの設定 (つづき )

A B [移動 ]をクリック
します。

アドレス欄に次の IPアドレスを入力します。
http://192.168.0.2

� カメラの IPアドレスがわからない場合
カメラの IPアドレスがわからない場合、パソコンでアクセスし設定、変更することができません。
IPアドレスを知る手段としては、以下があります。

● 添付のCD-ROM内の [Tool_J]フォルダーにあるA検索ツールBを使って、LAN内のカメラを検索する
ことができます。

T A検索ツール Bの詳細については、添付の CD-ROM内の AReadmeBファイルをご覧ください。
10

メモ：                                                                                                                           
● [セキュリティ情報 ]画面が表示されたら、[はい ]をクリックして先へ進んでください。

A

B

C

ユーザー名を入力します。
工場出荷時は AadminB。

パスワードを入力します。
工場出荷時は AjvcB。

[OK]をクリックします。



3 カメラの統合ビューワーが表示される

4 オペレーターパスワード入力画面が表示される

A B
11

A オペレータ パスワード（工場出荷時は AjvcB）を入力します。
B [OK]をクリックします。
メモ：                                                                                                                           
● パスワードがパソコンに記憶されている場合は、オペレーターパスワード入力画面は表示されま
せん。Aカメラの IPアドレス設定 Bに進んでください。(A 12ページ )



ネットワーク設定

カメラの IPアドレス設定

1 統合ビューワーの [詳細設定 ]をクリックする

2 [基本設定 1]画面が表示される

IPアドレスの設定 (つづき )

クリック

A

B

C
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A [IP 設定 ]項目を設定します。
●固定 IPに設定する場合：
A固定 IPBに設定し、[IP アドレス ]、[サブネットマスク ]、[デフォルトゲートウェイ ]の欄に
設定したい値を入力します。

● DHCPに設定する場合：
工場出荷時は A固定 IPB（DHCPクライアント機能がオフ）になっています。DHCPサーバーから
IPアドレスを割り当てる場合は、DHCPサーバーを LANに接続し、カメラの [IP 設定 ]項目を
ADHCPBに設定し、[OK]をクリックしてください。
カメラに割り当てられる IPアドレスについてはネットワーク管理者にお尋ねください。

ご注意：                                                                                                                                  
● DHCPサーバーからカメラのMACアドレスへ割り当てる IPアドレスが、毎回同じになるようDHCP
サーバーの設定を行なってください。上記設定を行わないと、接続できない場合があります。



B [タイムゾーン ]を選択します。
C [OK]をクリックします。

3 確認画面が表示される
[OK]をクリックします。
本機は新しい IPアドレスで再起動します。再起動には約 1分かかります。
メモ：                                                                                                                           
● カメラの IPアドレスが変更されたため、このパソコンからアクセスできなくなる場合があります。
引き続き同じパソコンからカメラへアクセスする場合は、パソコンの IPアドレスを設定し直して
ください。

開いた画面の表示や構成がおかしい場合は、以下の手順でパソコンの設定を確認してください。
1 [スタート ]－ [コントロールパネル ]－ [画面 ]で [画面のプロパティ ]ウィンドウを開く
2 [画面のプロパティ ]ウィンドウの [設定 ]タブをクリックし、[詳細設定 ]をクリックする
3 [全般 ]タブの [DPI設定 ]が [通常のサイズ（96DPI）]になっているか確認する
4 他の設定になっていた場合、[通常のサイズ（96DPI）]に設定を変更し、Windowsを再起動する
13



ネットワーク設定

ユーザー名とパスワードの入力

最初にユーザー名とパスワードの入力を要求さ
れます。(A 10ページ )
カメラはアクセス権限のレベルが３つあり、工
場出荷時には次のように設定されています。

� 各ユーザーがアクセスできるページ

各ユーザーがアクセスできるページが限定され
ています。また、Webページ上のリンクの表示
もユーザーのアクセス権限に合わせてアクセス
できるページへのリンクのみ表示されます。
● admin

IPアドレスの設定 (つづき )

ユーザー名 工場出荷時の
パスワード

説明

admin jvc すべての操作およ
び設定変更が可能

operator jvc ネットワーク関係、
メンテナンスを除
く設定変更が可能

user jvc 画像の閲覧および
一部の操作が可能

基本設定 1 [ネットワーク ]
[時刻 ]

基本設定 2 [カメラ ]
[エンコード ]
[JPEG]
[MPEG4]

詳細設定 [カメラ ]
[エンコード ]
[音声 ]（VN-V686WPCのみ）
[アラーム ]
[アラーム環境 ]
[PTZ]
[オートパトロール 0]
[オートパトロール 1]
[オートパトロール 2]
[プライバシーマスク ]
[動き検出 ]
[ネットワーク基本 ]
[ネットワーク詳細 ]
[プロトコル ]
[手動配信 ]
[アクセス制限 ]
[時刻 ]
[パスワード ]
[メンテナンス ]
[その他 ]
[動作状況 ]
[機器情報 ]
[ポジションリスト ]
[パトロール情報 0]
14

[パトロール情報 1]
[パトロール情報 2]



● operator

● user

メモ：                                                      
● トップページを表示する前に、[セキュリ
ティ情報 ]画面が表示されます。[はい ]を
クリックすると先へ進みます。
この警告画面を表示させたくない場合は、
Internet Explorerの設定を次のように変更し
てください。

基本設定 2 [カメラ ]
[エンコード ]
[JPEG]
[MPEG4]

詳細設定 [カメラ ]
[エンコード ]
[音声 ]（VN-V686WPCのみ）
[アラーム ]
[アラーム環境 ]
[PTZ]
[オートパトロール 0]
[オートパトロール 1]
[オートパトロール 2]
[プライバシーマスク ]
[動き検出 ]
[手動配信 ]
[その他 ]
[動作状況 ]
[機器情報 ]
[ポジションリスト ]
[パトロール情報 0]
[パトロール情報 1]
[パトロール情報 2]

詳細設定 [その他 ]
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● [ツール]-[インターネットオプション ]-
[ セキュリティ ] を開き、[ 信頼済みサ
イト ] を選択します。

● その後、[レベルのカスタマイズ ]をクリッ
クし [その他 ]-[混在したコンテンツを表
示する ]の A有効にする Bを選択します。

ご注意：                                                        
● 設定変更の直後にリセットあるいは電源を落と
さないでください。変更した設定内容が、正し
く保存できない場合があります。

● JPEGやMPEG4を送信中に設定を変更すると、
JPEGやMPEG4の送信が一時的に中断される
ことがあります。



Internet Explorerを使った設定

設定ページの開き方
1 Internet Explorerの URL欄に、カメラの IPアドレスを入力する (A 10ページ )

● 統合ビューワーが開きます。

2 [詳細設定 ]をクリックする
● ユーザー名 AadminBでアクセスすると、[基本設定 1]ページが開きます。(A 17ページ )
● ユーザー名 AoperatorBでアクセスすると、[基本設定 2]ページが開きます。(A 18ページ )
● ユーザー名 AuserBでアクセスすると、[その他 ]ページが開きます。(A 64ページ )

設定

クリック
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基本設定 1
ネットワークの基本的な設定をするページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [基本設定 1]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

メモ：                                                                                                                           
● [基本設定1]のURLを Internet Explorerのアドレス欄に直接入力すると、統合ビューワーを経由しな
いで [基本設定 1]設定画面を開くことができます。
例えばカメラの IPアドレスが 192.168.0.2であれば、次を入力してください。
VN-V685 ：http://192.168.0.2/cgi-bin/v685display.cgi?v685basicmenu1.html

VN-V686B/VN-V686WPB/VN-V686WPC
：http://192.168.0.2/cgi-bin/v686display.cgi?v686basicmenu1.html

A
B

C
D

E
F

G

クリック

ネットワーク

A IP 設定 DHCPクライアント機能を設定します。
DHCPを有効に設定する場合は、カメラを DHCPサーバーのあるネット
ワーク環境に接続してください。[IP 設定 ]項目を ADHCPBに設定し、
DHCPサーバーが存在しない場合は IPアドレス 192.168.0.2、サブネットマ
スク 255.255.255.0に設定され、約 2分後に起動します。(A 12ページ )

B IP アドレス カメラの IPアドレスを設定します。
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Cサブネット
マスク

カメラのサブネットマスクを設定します。

D デフォルト
ゲートウェイ

カメラのデフォルトゲートウェイを設定します。
デフォルトゲートウェイを設定しない場合には、0.0.0.0を入力してください。

時刻

E時刻 カメラが持つ時計の時刻を表示しています。
時刻を変更するには、[PC の時刻をカメラへ設定 ]項目Gの [実行 ]をク
リックしてください。または、[時刻 ]ページの [時刻 ]項目Dに直接時刻
を入力し、[OK]をクリックしてください。(A 56ページ )

F タイムゾーン タイムゾーンを設定します。

G PC の時刻を
カメラへ設定

[実行 ]をクリックすると、ご使用のパソコンの時刻をカメラに取り込むこ
とができます。



Internet Explorerを使った設定

基本設定 2
カメラ、JPEG、MPEG4のパラメーターの基本的な設定をするページです。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [基本設定 2]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

メモ：                                                                                                                           
● [基本設定2]のURLを Internet Explorerのアドレス欄に直接入力すると、統合ビューワーを経由しな

設定（つづき）

A
B

C

D

E F G H I

クリック
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いで [基本設定 2]設定画面を開くことができます。
例えばカメラの IPアドレスが 192.168.0.2であれば、次を入力してください。
VN-V685 ：http://192.168.0.2/cgi-bin/v685display.cgi?v685basicmenu2.html

VN-V686B/VN-V686WPB/VN-V686WPC

：http://192.168.0.2/cgi-bin/v686display.cgi?v686basicmenu2.html



カメラ
Aカメラ ID ここに入力された文字列は、JPEGのコメントセグメント

（項目名：camera）に書き込まれます。JPEGのファイルフォーマッ
トについては APIガイドをご覧ください。

Bモニタータイプ 映像を表示するモニターに合わせてモニターの種類を選択します。選
択されたモニターの種類に応じて画質設定が変わります。
カスタム ：好みに合わせて画質を設定できます。

詳細な設定は、詳細設定のカメラページで行いま
す。(A 21ページ )

LCD1, LCD2 ：液晶モニター用の画質設定になります。
2種類の選択項目から好みのタイプを選択してくだ
さい。

CRT ：CRT（プラウン管）モニター用の画質設定になります。
[設定値：カスタム ,LCD1,LCD2,CRT]

エンコード
Cフレームサイズ JPEGおよび MPEG4の各画面のフレームサイズを

VGA（640× 480）、または QVGA（320× 240）から選択します。
下記 4種類のパターンから選択します。
メモ：                                                                                  
● JPEGファイルフォーマットについてはAPIガイドをご覧ください。

� 配信サイズの組み合わせ
配信サイズ

JPEG MPEG4

パターンA QVGA QVGA

パターンB QVGA VGA

パターンC VGA QVGA

パターンD VGA VGA
19



Internet Explorerを使った設定

基本設定 2 (つづき )

設定（つづき）

JPEG

D画質 /サイズ JPEGの画質サイズ (符号量制御方式 )とサイズ (目標ファイルサイズ )
を指定します。AVFS1Bから AVFS7Bを選択した場合、JPEGエンコー
ド時の量子化テーブルは一定に保たれ、ファイルサイズは入力信号に応
じて増減します。サイズ項目には、参考値が表示されます。記録容量が
限られたレコーダーへ JPEGを記録する場合、この設定では、ファイル
サイズが増減するので最大記録時間も変動します。
AAFSBを選択した場合、複数の JPEGの平均サイズが目標ファイルサ
イズになるようにエンコードされます。サイズ項目で目標サイズを入力
できます。
[設定値：VFS1～ VFS7, AFS]

メモ：                                                                                     
● 設定値を AFSに設定した場合のみ画像サイズを設定することができ
ます。
[VGAでのサイズ設定値：10 kB _ 100 kB ]
[QVGAでのサイズ設定値：3 kB _ 33 kB ]

MPEG4

Eビットレート MPEG4エンコードのビットレートを設定します。
[設定値：64 kbps ～ 8000 kbps]

F符号量制御 MPEG4の符号量制御方式を CBR(固定ビットレート )または
VBR(可変ビットレート )にするかを選択します。
CBR ：入力映像信号の状況に関係なく一定のビットレートでエンコー

ドします。ビットレートの予測が容易です。
VBR ： 入力映像信号の状況に応じてビットレートを変えます。安定し

た画質となりますが、ビットレートの予測が困難となります。

Gフレームレート MPEG4のフレームレートを設定します。
[設定値：1 fps, 7.5 fps, 10 fps, 15 fps, 25 fps, 30 fps]
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H I フレーム間隔 Iフレーム間隔を設定します。MPEG4は Iフレームを起点にしてエン
コードします。間隔を短くするほど、映像が激しく変化しても画質が
安定しますが、あまり変化しない映像で画質が低下します。また、マ
ルチキャストでパケットロスが起こった場合の映像の回復が短時間に
なります。
[設定値：30, 60, 90, 120, 150]

Iプライオリティ MPEG4エンコード時、フレームレートと画質のどちらを優先するかを
選択します。
FPS ： フレームレートを優先します。動きのある映像をスムーズ

にモニターしたい場合、この設定にします。
Quality ： 画質を優先します。



カメラページ
カメラのパラメーターを設定するページです。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [カメラ ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

● このページの設定を、工場出荷時の値に戻したい場合には [初期化 ]をクリックしてください。

A
B

C
D

E
F

G
H
J

I

K
L

M

クリック

Aカメラ ID ここに入力された文字列は、JPEGのコメントセグメント（項目名：
camera）に書き込まれます。JPEGのファイルフォーマットについては
APIガイドをご覧ください。

Bモニタータイプ 映像を表示するモニターに合わせてモニターの種類を選択します。選択さ
れたモニターの種類に応じて画質設定が変わります。
カスタム ：好みに合わせて画質を設定できます。
LCD1,LCD2 ：液晶モニター用の画質設定になります。2種類の選択項目
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から好みのタイプを選択してください。
CRT ：CRT(ブラウン管 )モニター用の画質設定になります。
[設定値：カスタム , LCD1,LCD2, CRT]

Cブラックレベル 黒レベルを調整します。数値を小さくすると映像が暗くなり、数値を大き
くすると明るくなります。
[設定値：0 _ 2]
メモ：                                                                                          
● A0Bに設定した場合、接続機器によっては黒レベルが低くなりすぎたり、
黒がつぶれたりすることがあります。

● MPEG4画像を使用する場合、A1Bまたは A2Bに設定してください。



Internet Explorerを使った設定

カメラページ (つづき )

設定（つづき）

Dガンマ 映像の暗い部分の見え方を変えたいとき、ガンマカーブを変更します。
0 ：CRTに適したガンマ補正をします。
1 ：一部の LCDに適したガンマ補正をします。
2 ：ガンマ補正しません。一部の LCDに適した設定です。
アクティブ ：画像の暗さに応じて最適なガンマ補正をかけます。[アク

ティブガンマレベル ]で、レベルを選択します。
[設定値：0, 1, 2,アクティブ ]

メモ：                                                                                          
● [モニタータイプ]項目BがALCD1B,ALCD2B,ACRTBに設定されている場合
は、固定の設定となります。

アクティブガン
マレベル

[ガンマ ]項目Dが Aアクティブ Bに設定されている場合の効果を調節し
ます。
数値を小さく ：輝度差の小さな被写体に適しています。
数値を大きく ：輝度差の大きな被写体に適しています。
[設定値：-5 _ 0 _ 5]

メモ：                                                                                          
● 被写体によっては、色が実際と異なって見えることがあります。
● 被写体の明るさによっては、ノイズ、色相変化がめだつことがあります
が、故障ではありません。

● [ガンマ ]項目DがAアクティブB以外に設定されている場合は設定できま
せん。

Eエンハンス帯域 エンハンス（輪郭強調）の種類を設定します。
Low ：輪郭強調が太くなります。
High ：輪郭強調が細くなります。
[設定値：Low, High]
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メモ：                                                                                          
● [モニタータイプ]項目BがALCD1B,ALCD2B,ACRTBに設定されている場合
は、固定の設定となります。



Fエンハンスレベル エンハンス（輪郭強調）の強さを調整します。
数値を大きく ：輪郭強調が強くなります。
数値を小さく ：輪郭強調が弱くなります。
[設定値：-5 _ 0 _ 5]

Gカラーレベル 色の濃さを調整します。
数値を大きく ：色が濃くなります。
数値を小さく ：色が薄くなります。
[設定値：-5 _ 0 _ 5]

Hスタビライザ 振動による画像の揺れを抑える機能です。
AOnBに設定すると、画像の揺れを抑制します。
Off ：機能しません。
On ：機能します。

メモ：                                                                                       
● AOnBに設定した場合、画像が約 1.3倍に電子ズームされます。
● 電子ズーム領域では、補正は効きません。
● 電源ONから約 1分間、およびパン /チルト /ズーム動作中に補正は効き
ません。

● 速い周期の画揺れや、カメラヘッドのパン /チルト角度によっては、補
正が効きにくい場合があります。また、設置環境によっては、カメラ
に伝わる振動によってスタビライザが誤動作し、画揺れが増えること
があります。このような場合には、スタビライザを AOffBにしてご使
用ください。

Iスタビライザレベル [スタビライザ ]項目Hの補正レベルを 3段階に設定できます。
A高 Bにすると A中 Bに比べて補正量が大きくなり、A低 Bにすると
A中 Bに比べて補正量が小さくなります。
[設定値：低 ,中 ,高 ]

J 3次元ノイズリダク
ション

画面上のノイズが軽減されます。
[設定値：Off, Low, Mid, High]
メモ：                                                                                       
● 被写体照度に応じてノイズリダクション効果を自動調整します。
● 動きのある被写体では、ノイズリダクション効果を高めるほど原理上
残像が生じます。
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● AMidB、AHighB設定時は、被写体が暗い場合、解像度が低下します。



Internet Explorerを使った設定

カメラページ (つづき )

設定（つづき）

K ALC 被写体の明るさに応じて映像レベルを一定に保つ機能です。
AGC AGC(自動ゲイン制御 )の設定をします。

Off ：AGC機能を使用しないとき
Mid ：光量が不足しているとき
High ：特に光量が不足しているとき
Super ：AHighBに設定しても明るさが不足のとき
[設定値：Off, Mid, High, Super]

メモ：                                                                                       
● AGC機能を使用すると、暗い場所では画面がザラつきます。
● [3次元ノイズリダクション]項目Jを設定すると画面のザラつきが軽減でき
ます。

電子感度アップ 露光時間を長くして感度を上げる機能です。
被写体が暗くなったとき、感度が自動的に何倍まで上がるかを設定しま
す。A×32Bの場合、AOffBに比べ 32倍まで自動的に連続で感度が上がり
ます。感度が上がると、シャッタースピードが遅くなるため、動きは不
自然なものとなります。また、解像度も低下します。シャッタースピー
ドが遅くなったときは、3次元ノイズリダクションの効果は減少します。
[設定値；AOffB, ×2, ×4, ×8, ×16, ×32, ×64, ×128]

メモ：                                                                                       
● 倍率を上げると、画面がザラついたり、白ぽっくなったり、白キズが
現れる場合がありますが、異常ではありません。

● [電子感度アップ ]を AOffB以外に設定したとき、蛍光灯や水銀灯などの
照明下では、フリッカ（チラツキ）が発生します。これは、電子感度
アップの原理上発生するもので故障ではありません。

● [シャッタースピード ]項目LをA1/250B_A1/10000Bに設定している場
合、[電子感度アップ ]は AOffBに設定してください。
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優先順位 AGC ：被写体が暗くなると、AGC( 自動ゲイン制御 ) が優先的
に機能します。

電子感度アップ：被写体が暗くなると、電子感度アップ機能が優先的に機
能します。

[設定値：AGC,電子感度アップ ]



Lシャッタースピード 電子シャッターのスピードを設定します。
[電子感度アップ ]項目を A×2B以上に設定すると、選択できる設定値は、
A1/60Bと A1/100Bのみです。
[設定値：1/60,1/100,1/250,1/500,1/1000,1/2000,1/4000,1/10000]

メモ：                                                                                       
● 商用電源周波数50Hz地域ではA1/100Bに、60Hz地域ではA1/60Bに設定
すると、蛍光灯などのチラツキを軽減することができます。

● シャッタースピードが高速になるほど、明るい光源の上下に白い帯の
ような線が発生する CCD特有のスミア現象が強調されます。

M白黒モード カラーから白黒モードに切り換える機能について設定します。
カラー ：常にカラーモードとなります。
白黒 ：常に白黒モードとなります。
オート -低 ,オート -中 ,オート -高

：照度によって、自動的にカラーモードと白黒モードを切り
換えます。感度を 3種類から選択して設定してください。
照度が 30秒間続けて判定範囲内に入っていると、モード
が切り換わります。

メモ：                                                                                       
白黒／カラー切り換えを確実に行うために
● [白黒モード]項目をAオート-低, オート-中, オート-高Bに設定すると、被写
体の明るさに応じて白黒／カラーの切り換えを行うことができますが、照
明の条件や画角によっては切り換わらないことがあります。より確実に切
り換えを行うためには、外部センサー（別売）を本機のアラームケーブル
と接続し、切り換えを行うことをおすすめいたします。

IRプリセット AF 白黒モードは可視光域と近赤外光域両方に感度をもつため、光源の種類
によっては、カラーモードから白黒モードに切り換えるときにフォーカ
スがずれることがあります。その場合、AOnBに設定すると、自動的に
フォーカスを合わせることができます。
Off ：機能しません。
On ：機能します。

照明 白黒モード時に被写体を照らす照明の設定を行います。
通常 ：通常の照明はこの設定にします。
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赤外 ：赤外発光の照明を使用する場合に設定します。

メモ：                                                                                       
● 通常の太陽光、蛍光灯下で A赤外 Bに設定すると、カラーから白黒モー
ドに正常に切り換わりません。



Internet Explorerを使った設定

エンコードページ
JPEGおよび MPEG4のエンコードパラメーターを設定するページです。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [エンコード ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

● 統合ビューワーで再生中に本ページの設定内容を変更した場合には、統合ビューワーを再起動し
てください。

● カメラが送信できるビットレートには上限があります。変更した設定が上限を超える場合、設定変更は
受け付けません。送信の上限については [ネットワークの要件 ] (A3ページ )をご覧ください。

設定（つづき）

A

B

C D GE F

クリック
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Aフレームサイズ JPEGおよびMPEG4の各画面のフレームサイズを VGA(640x480)ま
たは QVGA(320x240)から選択します。
4種類のパターンから選択します。

JPEG

B画質 /サイズ JPEGの符号量制御方式と目標ファイルサイズを指定します。
AVFS1Bから AVFS7Bを選択した場合、JPEGエンコード時の量子化
テーブルは一定に保たれ、ファイルサイズは入力信号に応じて増減し
ます。サイズ項目には、規定値が表示されます。記録容量が限られた
レコーダーへ JPEGを記録する場合、この設定では、ファイルサイズ
が増減するので最大記録時間も変動する点にご注意ください。
AAFSBを選択した場合、複数の JPEGの平均サイズが目標ファイルサ
イズになるようにエンコードされます。[サイズ ]項目で目標サイズを
入力できます。
[設定値：VFS1 _ VFS7, AFS]
[VGAでのサイズ設定値：10 kB _ 100 kB (AAFSB設定時のみ )]
[QVGAでのサイズ設定値：3 kB _ 33 kB (AAFSB設定時のみ )]

MPEG4

Cビットレート MPEG4エンコードのビットレートを設定します。
[設定値：64 kbps _ 8000 kbps]

D符号量制御 MPEG4の符号量制御方式を CBR(固定ビットレート )または VBR(可
変ビットレート )にするかを選択します。
CBR ：入力映像信号の状況に関係なく一定のビットレート

でエンコードします。ビットレートの予測が容易で
す。

VBR ： 入力映像信号の状況に応じてビットレートを変えま
す。安定した画質となりますが、ビットレートの予
測が困難となります。

Eフレームレート MPEG4のフレームレートを設定します。
[設定値：1 fps, 7.5 fps, 10 fps, 15 fps, 25 fps, 30 fps]

F I フレーム間隔 Iフレーム間隔を設定します。MPEG4は Iフレームを起点にしてエン
コードします。間隔を短くするほど、映像が激しく変化しても画質が
安定しますが、あまり変化しない映像で画質が低下します。また、マ
ルチキャストでパケットロスが起こった場合の映像の回復が短時間に
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なります。
[設定値：30, 60, 90, 120, 150]

Gプライオリティ MPEG4エンコード時、フレームレートと画質のどちらを優先するか
を選択します。
FPS ： フレームレートを優先します。動きのある映像をス

ムーズにモニターしたい場合、この設定にします。
Quality ：画質を優先します。

メモ：                                                                                   
● [符号量制御 ]項目DがACBRBの場合に有効です。フレームレートや
フレームサイズに対して極端に小さいビットレートを設定すると
ACBRB,AVBRBのいずれも最も低い映像となり、フレームレートに
違いが出ます。フレームをスキップする AQualityBの方が、AFPSB
よりも小さいビットレートを実現できます。



Internet Explorerを使った設定

音声ページ (VN-V686WPCのみ )
音声のパラメーターを設定するページです。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [音声 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。

設定（つづき）

A
B

C

D

クリック
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A通信方式 音声の通信方式を設定します。
半二重に設定した場合、パソコンからカメラへ音声を送信しているあいだは、
カメラからパソコンへ送信される音声が消されます。
全二重に設定した場合、カメラからパソコンに送信される音声を聞きながら、
パソコンからカメラに音声を送信できます。
[設定値：半二重 , 全二重 ]

メモ：                                                                                             
● 全二重に設定した場合、パソコンから送信した音声がカメラに接続した外
部マイク経由でパソコン側に戻ってきてしまいエコーが発生することがあ
ります。その場合は半二重の設定でお使いください。

Bマイクゲイン カメラに接続する外部マイクへのゲインを設定します。
[設定値：0 dB, 20 dB, 26 dB, 32 dB, AGC]

Cマイク電源供給 カメラに接続する外部マイクへの電源供給を設定します。
[設定値：On，Off]

D音声再生ファイル
No.1_No.5

アラームが発生した場合にカメラのオーディオ出力端子から出力する音声
ファイルを登録します。

�登録した音声を出力するには
● 下記仕様の音声ファイルをパソコンに用意し、カメラに登録する

�ファイルフォーマット　WAVファイルフォーマット
�符号化方式　リニア PCM
�サンプリング周波数 8 kHz
�量子化ビット 16 bit
�モノラル
�最大サイズ 30秒（再生ファイル 1～ 5の合計とする）

● アラームページの [アクション ]項目を A音声再生 Bに設定する
(A 30ページ )

ご注意：                                                                                          
● 音声ファイルの再生中に、統合ビューワーの音声送信機能を動作さ
せると、音声ファイルの再生は停止します。

● 統合ビューワーの音声送信機能が動作中、音声ファイルの再生はで
きません。
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[登録 ]をクリックすると、選択した音声ファイルがカメラに登録されます。
[削除 ]をクリックすると、カメラに登録されている音声ファイルが削除されます。
[参照 ]をクリックすると、ファイルを選択する画面が表示され、用意した音声ファイ
ルを選択します。
[再生 ]をクリックすると、カメラに登録されている音声ファイルを再生し、カメラの
オーディオ出力端子に出力します。
[停止 ]をクリックすると、音声ファイルの再生を停止します。
メモ：                                                                                             
● WAVファイルは、Windowsのサウンドレコーダーや、汎用の音声処理ツールを
使って、録音や作成ができます。



Internet Explorerを使った設定

アラームページ
アラームが発生した場合のアクションを設定するページです。
最大で 5個のアクション（No.01 _ No.05)まで設定できます。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [アラーム ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。なお選択されたアクションに
有効な項目だけが保存されます。アクションで無効を選択すると、各設定項目は初期化されます。

● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

設定（つづき）

E

G

H

I

J

F

A B C Dクリック
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Aアクション アクションの種類を指定します。
無効 :アクションを起こしません。
メール送信 :電子メールを送信します。送信先のメールアドレスを指定

してください。メールの件名は [Alarm from VN-V685(VN-
V685)]、[Alarm from VN-V686(VN-V686B/VN-V686WPB/
VN-V686WPC)]、メールの差出人は [カメラ ID]になりま
す。[メール送信データ ]には送信するメッセージを記入
してください。英数字の場合には最大 127文字です。日
本語の場合には、最大 63文字です。メールに最新画像を
添付する場合には、[画像添付 ]を AOnBにしてください。

プリポスト記録 +FTP

: プリポスト記録した JPEGファイルを FTP送信します。
プリポスト記録や FTPサーバーの設定はアラーム環境
ページにあります。(A 34ページ )
FTPの転送レートは最大で 1 Mbpsです。ポスト記録中に
新しい FTP用トリガーが起こると、その時点までをプリ
記録とし、改めてポスト記録を開始します。ポスト記録
を終えて FTP送信を行なっている途中に新しい FTP用の
トリガーが起こると、新たなポスト記録を開始します。

TCP 通知 : [TCP/UDP 通知データ ]欄に入力された文字列を [TCP/
UDP IP アドレス ]および [TCP/UDP ポート番号 ]で指定
された送信先へ TCPで送信します。

UDP 通知 : [TCP/UDP 通知データ ]欄に入力された文字列を [TCP/
UDP IP アドレス ]および [TCP/UDP ポート番号 ]で指定
された送信先へ UDPで送信します。

TCP/UDP 通知データ
:英数字の場合には最大 127文字です。日本語の場合には、
最大 63文字です。

アラーム出力 1 メイク
:アラーム出力 1をメイクにします。

アラーム出力 1 ブレイク
:アラーム出力 1をブレイクにします。

アラーム出力 2 メイク
:アラーム出力 2をメイクにします。
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アラーム出力 2 ブレイク
:アラーム出力 2をブレイクにします。

[アラーム出力持続時間 ]欄でアラーム出力時間を設定し
ます。



Internet Explorerを使った設定

アラームページ (つづき )

設定（つづき）

Aアクション
（つづき）

ポジション : [アクションポジションナンバー ]項目Eで設
定したポジションへ移動します。

音声再生（VN-V686WPCのみ）
: カメラに登録した音声再生ファイルを再生しま
す。(A 28ページ )

白黒→カラー : [白黒モード ]の設定を A白黒 Bから Aカラー B
へ変更します。

カラー→白黒 : [白黒モード ]の設定を Aカラー Bから A白黒 B
へ変更します。

白黒モード : オート低 : [白黒モード ]の設定を Aオート -低 Bに変更し
ます。

白黒モード : オート中 : [白黒モード ]の設定を Aオート -中 Bに変更し
ます。

白黒モード : オート高 : [白黒モード ]の設定を Aオート -高 Bに変更し
ます。

メモ：                                                                                          
● [白黒モード ]の詳細は (A 25ページ )をご覧ください。
● [条件1]項目BでA白黒→カラーB,Aカラー→白黒Bを設定した場合、メー
ルに添付する画像は、白黒およびカラーを特定できません。

B条件 1 [アクション ]項目Aで設定した動作を起こすための 1番目のトリガーを
指定します。
[設定値 ：入力 1メイク , 入力 2メイク , 入力 1ブレイク , 入力 2ブレイク , 

動き検出 , ファン停止 ,ポジション ,白黒→カラー ,カラー→白黒 ]

メモ：                                                                                          
● 2番目のトリガーをオフにした場合には、1番目のトリガーだけでアク
ションを起こします。

● 1番目のトリガーとしてA動き検出B, Aファン停止B,AポジションB,A白黒→
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カラー B,Aカラー→白黒 Bを選択した場合には、[条件 1- 2 の間隔 ]項目
Cおよび [条件 2]項目Dは選択できません。

C 条件 1- 2 の間隔 1番目と 2番目の両方のトリガーを指定した場合に有効です。
1番目のトリガーと 2番目のトリガーの最大間隔を指定します。1番目のト
リガーが起こってから 2番目のトリガーが起こるまでの時間が最大間隔以
内であれば、アクションを起こします。
[設定値：1秒 _ 3600 秒 ]

D 条件 2 [アクション ]項目Aで設定した動作を起こすための 2番目のトリガーを
指定します。
[設定値 ：無効 , 入力 1メイク , 入力 2メイク , 入力 1ブレイク , 

入力 2ブレイク ]

E アクションポジ
ションナンバー

[アクション ]項目Aで Aポジション Bを選択した場合に移動するポジ
ションの番号を設定します。
[設定値：0 _ 99]



F 音声再生ファイル
（VN-V686WPCのみ）

[アクション ]項目Aで A音声再生 Bを選択した場合に再生するファイル
の番号を設定します。
[設定値：1～ 5]

G トリガーポジショ
ンナンバー

[条件 1]項目Bで Aポジション Bを選択した場合にトリガーとなるポジ
ションの番号を設定します。
[設定値：0 _ 99]

H メール送信 メールアドレス ：受取人メールアドレスを入力します。
メール送信データ ：メール送信データを入力します。英数字の場合

は、最大 127文字です。日本語の場合は最大 63
文字です。

画像添付 ：メールに画像添付するかどうかを設定します。

I TCP/UDP 通知 TCP/UDP IP アドレス
：アラームアクションが TCP通知または UDP通知の場合
のアドレスを入力します。(IPまたは FQDN)

TCP/UDP ポート番号
：アラームアクションが TCP通知または UDP通知の場合
のポート番号を入力します。(1-65535)

TCP/UDP 通知データ
：TCPまたは UDP通知時の送信データを入力します。英数
字の場合は、最大 127文字です。日本語の場合は最大 63
文字です。

Jアラーム出力持続
時間

アラーム出力端子からのアラーム出力時間を設定します。
A0Bに設定した場合には、メイク（またはブレイク）に切り換わった後に
ブレイク（またはメイク）へ戻りません。
[設定値：0, 100 ミリ秒 _ 5000 ミリ秒 ]

Kアラーム動作適用
時間帯指定

各曜日ごとにアラーム動作の有無を指定し、その時間帯を設定します。
適用曜日 ：日曜日 , 月曜日 , 火曜日 , 水曜日 , 木曜日 , 金曜日 , 土曜日
アラーム動作 ：動作する時間帯を指定する

停止する時間帯を指定する
常に動作する
常に停止する
33

適用時間帯 ：スタート時刻とエンド時刻を時、分で指定します。
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アラーム環境ページ
アラームに関する環境を設定するページです。
AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [アラーム環境 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

設定（つづき）

A

クリック
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B



C

B

Aアラーム用メール [アラーム ]ページの [アクション ]項目Aとして Aメール送信 Bを指定した場合
の、メール環境を設定します。
[SMTP]と [POP]が利用可能です。通常は、[SMTP]の設定のみ行なってください。
[差出人メールアドレス ]には、カメラ側のメールアドレスを入力してください。
[POP before SMTP]を A有効 Bにする場合は、[POP]の設定も行なってくださ
い。また、[SMTPサーバー ]などに AFQDNBを設定した場合は、
[ネットワーク基本 ]ページの [DNS サーバー ]の設定も行なってください。
(A 49ページ )

メモ：                                                                                         
FQDN（Fully Qualified Domain Name）とは
完全修飾ドメイン名であり、TCP/IPのネットワークにおいて、ホスト名、ド
メイン名を省略せずにすべて記述する表記方法のことを示します。
例えば、ホスト名が AwwwBでドメイン名が Avictor.co.jpBの場合、FQDNで表
記すると Awww.victor.co.jpBとなります。FQDNに日本語は使用できません。

Bアラーム用 FTP [アラーム ]ページの [アクション ]項目Aとして Aプリポスト記録 +FTPB
を指定した場合の、FTP環境を設定します。本ページ中の周期的 FTPを使
用する場合の FTP環境と共通です。
[パス名 ]を空欄にした場合には、FTPサーバーのホームディレクトリへ
FTP転送します。ホームディレクトリの下にあるディレクトリへ FTP転送
したい場合には、[パス名 ]にそのディレクトリ名を設定します。
ディレクトリの区切りは A/Bにしてください。
例：subdir1/subdir2
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先頭に A/Bを付けた場合、FTP転送されるディレクトリがどこになるかは
FTPサーバーに依存します。
[周期的 FTP]を AOnBにすると、周期的に FTPサーバーへ最新の JPEG画
像を転送します。[間隔 ]は周期を秒で指定します。
ファイル名：周期的 FTPでのファイル名は 2種類から選択できます。
AAutoBを選択すると、年月日時分秒、番号から生成されます。
例 :20071114161032-001-2.jpg
AManualBを選択すると、ファイル名生成方法を下記の中から選択できます。
● [ユーザー定義の文字列 ]に入力した文字列のみのファイル名
例：Camera1.jpg

● [ユーザー定義の文字列 ]に年月日時分秒と番号を付加したファイル名
例：Camera1_20071114161032001.jpg

プリポスト記録 +FTPされるファイル名は、アクション番号、年月日時分
秒、番号、トリガーフラグを組み合わせたものになります。
例：　01-20070711152904-001-0.jpg
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アラーム環境ページ (つづき )

設定（つづき）

B アラーム用 FTP 
( つづき )

最初の 2桁はアクション番号、次の 14桁は年月日時分秒を示します。
ハイフンの後の 3桁は、その FTPで送信される一連の JPEGファイルの番
号です。先頭は A000Bです。最後の 1桁はトリガーフラグで、トリガーが
入った時点の JPEGファイルのみ A1Bに、それ以外では A0Bになります。

アラーム動作適用時間帯指定
：各曜日ごとに周期的 FTP転送動作の有無を指定し、その
時間帯を設定します。

適用曜日 ：日曜日 , 月曜日 , 火曜日 , 水曜日 , 木曜日 , 金曜日 , 土曜日
アラーム動作 ：動作する時間帯を指定する

停止する時間帯を指定する
常に動作する
常に停止する

適用時間帯 ：スタート時刻とエンド時刻を時、分で指定します。
プリポスト記録パラメータ：
[プリポスト記録 フレームレート ]

：FTP用プリポスト記録の JPEGフレームレートを設定し
ます。

[プリポスト記録 プリトリガー ]
：FTP用プリ記録のトリガー時間（アラーム入力前の記録
時間）を秒で設定します。
[設定値：0秒 _60秒 ]

[プリポスト記録 ポストトリガー ]
：FTP用ポスト記録のトリガー時間（アラーム入力後の記
録時間）を秒で設定します。
[設定値：0秒 _60秒 ]

[プリポスト記録 プリトリガー ]と [プリポスト記録 ポストトリガー ]の最
大時間は、エンコードページの JPEGのサイズ設定および [プリポスト記
録 フレームレート ]により決まります。入力された値が実現できない組み
合わせであった場合には、メッセージが表示されます。
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Cアラーム出力 アラーム出力についての設定を行います。

出力持続時間 [手動出力 ]の出力時間を設定します。
[設定値：0, 100 ミリ秒 _5000 ミリ秒 ]

手動出力 アラーム出力を手動で操作します。
右側に現在の出力状態が表示されます。[出力持続時間 ]に A0Bが設定され
ている場合、[メイク ]をクリックするとアラームはメイク出力になり、
[ブレイク ]をクリックするとアラームはブレイク出力になります。
[出力持続時間 ]に A0B以外の値が設定されている場合に [メイク ]をク
リックすると、出力持続時間の時間だけアラームはメイク出力になり、そ
の後にブレイク出力になります。
出力持続時間に A0B以外の値が設定されている場合に [ブレイク ]をクリッ
クすると、出力持続時間の時間だけアラームはブレイク出力になり、その
後にメイク出力になります。



PTZページ
オートリターン、自動追尾、インテリジェント
追尾、プリセットポジション移動、オートフ
リップの設定をします。
AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [PTZ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

A

D

E

F

B

C

クリック
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Aオートリターン マニュアル操作したカメラを Aリターン時間 Bで設定した期間操作しない
とカメラが自動的に Aモード Bで設定した状態に戻ります。

モード オートリターン後の動作を設定します。
無効 ：オートリターン動作しません。
ホーム ：ホームポジションに戻ります。
オートパン ：オートパン動作に戻ります。
オートパトロール ：オートパトロール動作に戻ります。
オートトレース ：オートトレース動作に戻ります。
自動追尾 ：自動追尾動作に戻ります。
インテリジェント追尾 ：インテリジェント追尾動作に戻ります。
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PTZページ (つづき )

設定（つづき）

Aオートリターン (つづき )

リターン時間 オートリターンで動作を戻すまでの時間を設定します。
[設定値：1分 , 2分 , 3分 , 5分 , 10分 , 20分 , 30分 , 60分 ]

ご注意：                                                                                              
● [モード ]項目が Aインテリジェント追尾 Bに設定されている場合、リター
ン時間経過後にホームポジションへ戻り、追尾対象の検出からやり直し
ます。インテリジェント追尾動作中、被写体をとらえていても PTZ動
作しない場合があります。PTZ動作しない状態が Aリターン時間 Bで設
定された時間続くと [オートリターン ]の [モード ]項目で設定した動作
を開始します。

テスト [実行 ]をクリックすると、設定したオートリターン動作をテスト実行します。

B自動追尾/インテリ
ジェント追尾

自動追尾とインテリジェント追尾に関する設定を行います。
自動追尾：オートリターン開始時にホームポジションへ移動します。ホー

ムポジションで映像に動きがあった場合、被写体を自動的に追
いかけて撮影します。ズーム倍率は 1倍固定です。

インテリジェント追尾
：インテリジェント追尾には、オートリターンから始まるオート
モードとビューワー上でターゲットを指定するマニュアルモー
ドがあります。
A追尾中 Bもしくは A消失中 Bにビューワーの表示領域をクリッ
クすることで、追尾対象を何度でも変更できます。終了するに
は [PTZ 制御 ]画面の [停止 ]をクリックします。

●オートモード
ホームポジションで映像に動きがあった被写体の色情報を感知し、自
動的にパン /チルト /ズームしながら被写体を追いかけて撮影します。
動きを検出する前にビューワー画面上をクリックしマニュアル指定す
ることもできます。
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●マニュアルモード (A 85ページ )
[PTZ 制御 ]画面の [オート機能 ]項目で [インテリジェント追尾 ]を選択
し、[開始 ]をクリックすると A待機中 Bになります。ビューワー画面上
をクリックするとターゲットが指定され、自動的にパン /チルト /ズーム
しながら被写体を追いかけて撮影します。



B 自動追尾 /インテ
リジェント追尾 (
つづき )

メモ：                                                                                          
● 下記の条件では、自動追尾が困難な場合があります。

● 同一画面に複数の移動する物体が存在する
● 画面内に点滅する光源などちらつきがある
● 移動する物体の速度が速いまたは遅い
● 移動する物体が大きいまたは小さい
● 被写体のコントラストがない

● 下記の条件では、インテリジェント追尾が困難な場合があります。
● 逆光が強い
● 同一画面に追尾対象に類似した色がある
● 追尾対象に色が付いていない（白、灰色、黒など）
● 追尾対象がプライバシーマスク領域に移動する

● 下記の条件では、インテリジェント追尾を開始できません。
● [白黒モード ]項目が A白黒 Bに設定されている (A 25ページ )
● [白黒モード ]項目が Aオート Bに設定されており、白黒状態である

(A 25ページ )
● [オートフリップ ]項目Fが Aデジタルフリップ Bに設定されている

(A 42ページ )
● 動き検出の全エリアがマスクされている ( マニュアルモードは開始でき
ます。）(A 47ページ )

● ズーム倍率が 20倍を超えている（オートリターンから始まるインテリ
ジェント追尾の場合、ホームポジションのズーム倍率が 20倍を越えて
いる）

● 映像が暗い場合、[電子感度アップ ] (A24ページ )によって改善しますが、反
応が遅くなる場合があります。

ご注意：                                                                                              
● 本機の自動追尾機能は、明るさの変化を検知して行なっています。そのた
め、照明の変化で動き検出したり、背景色と同色の物体は動き検出しない場
合があります。また、非常にゆっくり動く物体についても検出しにくくなり
ます。事前に運用条件を十分確認の上、誤動作や検出漏れがないように設定
してください。

● 本機能は、[スタビライザ ]項目を AOffBに設定したときのホームポジション画
面に対して機能します。[スタビライザ ]項目を AOnBに設定した場合、画面
が拡大表示されるため映っていない画面の動きにも反応する場合があります
が、本機の仕様であり故障ではありません。

リスタート時間 自動追尾 ：自動追尾開始後、映像に動きがなくなってから、
ホームポジションに戻るまでの時間を設定します。
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インテリジェント追尾 ：インテリジェント追尾で被写体を見失ってから、[リ
スタート時間 ]経過後、ホームポジションへ戻すこ
とができます。インテリジェント追尾の場合、映像
に動きがなくなっても、被写体をとらえている間は
ホームポジションに戻りません。

[設定値：Off, 10秒 , 20秒 , 30秒 , 40秒 , 50秒 , 60秒 , 120秒 ]

ご注意：                                                                                              
● [オートリターン ]Aの [モード ]項目がA自動追尾Bの場合、[リターン時間 ]
のほうが [自動追尾 ]Bの [リスタート時間 ]よりも短く設定されている
と、[リターン時間 ]に従って動作します。

自動追尾検出レ
ベル

自動追尾 /インテリジェント追尾の検出感度の設定をします。
感度を下げるB数を小さく
感度を上げるB数を大きく
[設定値：0 _ 10]



Internet Explorerを使った設定

PTZページ (つづき )

設定（つづき）

Cインテリジェント
追尾

[インテリジェント追尾 ]のズームに関する設定を行います。

追尾ズーム連動 AOnBにした場合、被写体の動きに合わせてズームが変化します。

追尾ズームリ
ミット

[追尾ズーム連動 ]が AOnBの場合に、ズーム倍率の限界値を設定します。
インテリジェント追尾を開始した際に現在のズーム倍率が [追尾ズームリ
ミット ]を超えていても、ズーム倍率が 20倍以内であれば追尾動作が可能
です。その場合は [追尾ズーム連動 ]項目の設定によって下記のように動き
が変わります。
[追尾ズーム連動 ]が AOnB

：現在のズーム倍率で追尾を開始します。
追尾ズームリミットを超えている間は広角方向へ動きま
すが望遠方向には動きません。一度追尾ズームリミット
内に入った後は設定された追尾ズームリミット内でズー
ムします。

[追尾ズーム連動 ]が AOffB

：現在のズーム倍率のまま追尾します。ズーム倍率は変化
しません。

Dリミット
電子ズームリ
ミット

ズームレンズを Tele(望遠 )側にすると、光学ズームが機能しその後電子
ズームが機能します。この電子ズーム機能の最大値を設定します。
[設定値：Off, 1, 2, 4, 8, 16, 32]

メモ：                                                                                          
● 電子ズームは映像をデジタル処理するため、多少映像品質が劣化します。
● 電子ズームの倍率を上げていくと画面中心が左上方向にずれますが、これは
本機の特性であり故障ではありません。

● 光学ズームから電子ズームへ連続動作はしません。光学ズームが Tele端にき
たら、[PTZ 制御 ]で [ズーム ]の [+]をクリックし直してください。
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[PTZ 制御 ] (A85ページ )

パンリミット AOnBにした場合、マニュアル操作時のパン（水平）動作の可動範囲を設定
します。AOffBを選択した場合は無効です。
[左端設定 ]、[右端設定 ]

：クリックすると現在の位置が左端や右端に設定されます。
[左端移動 ]、[右端移動 ]

：クリックすると設定されている左端や右端に移動します。
メモ：                                                                                          
● プリセットポジション、オートパン動作、オートトレース動作には影響
しません。



Dリミット (つづき )

パンリミット
（つづき）

� パンリミットの基本動作
[パンリミット ]を AOnBに設定すると、有効領域のみパン操作できます。
[パンリミット ]より優先される動作で、禁止領域内に移動した場合、その
後マニュアルでパン操作すると、下記のように動作します。
メモ：                                                                                          

●有効領域に入るまで、禁止領域内でも自由にパン操作できます。
●一度有効領域に入るとその後はマ [パンリミット ]の設定に従い、有効領域のみ
のパン操作になります。

� パンリミットより優先される動作
下記動作は、[パンリミット ]で設定した禁止領域に関係なく動作します。

●オートパン動作
●オートトレース動作
●プリセットポジション移動
●オートフリップ動作
●自動追尾動作

� パンリミットより優先される設定
下記メニューの設定は、パン動作をともないますが、[パンリミット ]が
AOnBに設定されていても、禁止領域に関係なく設定できます。

●プライバシーマスク設定
●オートパン設定

メモ：                                                                                          
● オートトレース設定、プリセットポジション設定は、設定時に [パンリミット ]設
定が AOnBになっている場合、禁止領域ではパン操作できません。

● ただし、オートトレース動作とプリセットポジション移動は、マニュアルパン
リミットより優先される動作なので、マニュアルパンリミット設定の前にオー
トトレース設定または、プリセットポジション設定を行い、その後マニュアル
パンリミット設定を行なっても、禁止領域に関係なく動作します。

チルトリミット マニュアル操作時のチルト（垂直）動作の可動範囲を設定します。
10 度に設定した場合チルト動作の可動範囲は 10 度から 90 度になり、-5度
から 9 度の間の操作ができなくなります。
[オートフリップ ]項目Fが Aデジタルフリップ Bに設定されている場合
には、180度の側にもチルトリミットが適用されます。
[設定値：-5 度 _ 10 度 ]
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[設定値：-30度 _ 10 度 ]（VN-V686WPCのみ）

メモ：                                                                                          
● チルトリミットより優先される動作で、禁止領域内に移動した場合、そ
の後マニュアルでチルト操作すると下記のように動作します。

●禁止領域内ではチルト操作ができず、強制的にチルトが有効領域内に
移動されます。

●一度有効領域に入ると、その後はチルトリミット設定に従い、有効領
域のみでのチルト操作になります。

● プリセットポジション、オートパン動作、オートトレース動作には影響
しません。
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PTZページ (つづき )

設定（つづき）

Eプリセットポジ
ション移動

プリセットポジションへの移動速度を設定します。オートパトロールでの
プリセットポジション移動にも適用されます。
[設定値：1 _ 4]スピード

Fオートフリップ カメラの真下を通る被写体を撮影するときに設定します。
カメラは垂直回転動作をすると真下を向いて停止し、被写体がカメラの真
下を通過する場合は、下記の操作が必要となります。

Aカメラを真下に向ける
Bカメラを水平に 180	回転させる
Cカメラを上に向ける

[オートフリップ ]機能を使うと、これらを自動で行うことができます。
Off ：オートフリップ機能は動作しません。
デジタルフリップ （VN-V686WPCには、この機能はありません）

：カメラが真下を過ぎ 135	の位置で、映像の上下左右が反
転します。

モード 1 ：カメラが真下の位置にくると 180	水平回転し、止まりま
す。その場合に、カメラの動作方向とパン / チルト操作の
方向が一致します。

モード 2 ：カメラが真下の位置にくると 180	水平回転し、カメラの
動作方向とチルト操作の方向が逆になります。連続して
操作したい場合に設定してください。一度操作を停止す
ると、動作方向は通常に戻ります。

モード 3 ：カメラが真下の位置にくると 180	水平回転し、カメラの
動作方向とチルト操作の方向が逆になりますが、操作停
止後 10秒以上経過すると、動作方向は通常に戻ります。

[設定値：Off,  デジタルフリップ , モード 1, モード 2, モード 3]
[設定値：Off, モード 1, モード 2, モード 3]（VN-V686WPCのみ）
メモ：                                                                                         
● Aデジタルフリップ Bに設定した場合、[インテリジェント追尾 ]は無効と
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なります。 (A 40ページ )
● Aモード1B,Aモード2B,Aモード3Bでフリップする際の回転速度は、[プリ
セットポジション移動 ]項目Eの [スピード ]の設定値が反映されま
す。Aモード 1B,Aモード 2B,Aモード 3Bで高速フリップさせるには、
[プリセットポジション移動 ]項目Eの [スピード ]を A4Bに設定して
ください。

ご注意：                                                                                              
● [オートフリップ ]が AOffB以外の場合、チルト操作によりパンリミット外の領域
へ移動できます。Aデジタルフリップ Bの場合、再びパンリミット内へ戻るには
チルト操作でフリップさせてください。Aモード 1B,Aモード 2B,Aモード 3Bの
フリップの場合、パン操作でパンリミット内へ移動すると、パンリミット位置
で停止します。



オートパトロールページ
設定時間の間隔で複数のポジションの映像を切り換えて表示するオートパトロール動作の設定を行い
ます。 決められたポジションを順番に見たい場合に設定します。
AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [オートパトロール 0]、[オートパトロール 1]、[オートパトロール 2]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。
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Internet Explorerを使った設定

オートパトロールページ (つづき )
オートパトロールには 3つの画面があります。

設定（つづき）

A B C D
クリック
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A順番 No 0_No 99の順番でカメラの映像が切り換わります。

Bタイトル ポジションのタイトルが表示されます。

Cポジション 順番に移動するポジション番号を設定します。
[設定値：0_99]

D時間 各ポジションの映像を表示する時間を設定します。
[設定値：Skip, 10秒 , 20秒 , 30秒 , 45秒 , 60秒 , 120秒 ]



プライバシーマスクページ
プライバシーマスクは、映像の一部を見えないようにする機能です。
本機では、四角形のプライバシーマスクを 8個設定することができます。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [プライバシーマスク ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。

A

B

クリック
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[マスク調整 ]画面 [明るさ設定 ]画面 [パスワード ]画面

A プライバシーマスク プライバシーマスク機能を働かせるどうかを設定します。
AOnBに設定すると、以下の項目で設定したプライバシーマスクが画面上に
表示されます。
メモ：                                                                                          
● プライバシーマスクを設定すると、ズームはワイド端になり、Aデジタ
ルフリップ Bは AOffBになります。



Internet Explorerを使った設定

プライバシーマスクページ (つづき )

設定（つづき）

B マスク調整 マスクの調整を行います。クリックすると、[マスク調整 ]画面が別画面で
表示されます。
設定を変更する場合、まず [パスワード ]画面で [オペレータ パスワード ]
を入力してから設定を変更します。(A 14ページ )
すでに統合ビューワーの設定で [オペレータ パスワード ]を入力済みの場
合は、入力された状態 (000000と表示）で表示されます。
� [マスク調整 ]画面

� [明るさ設定 ]画面
マスクの明るさ（色）を設定します。

A [マスク調整 ]、[明るさ設定 ]、[パスワード ]

それぞれ別画面で設定画面が開きます。
B [マスク番号 ]

AOffBを選択すると、画面上にマスクが表
示されません。
[設定値：0 _ 7]

C [サイズ ]

マスクのサイズを設定します。
マスクの縦、横をそれぞれ [拡大 ]、[縮小 ]
で設定します。

D[位置 ]
マスクをかける位置を設定します。移動速度
は [パン /チルト スピード ]で設定します。
［設定値：1 _ 8］

E[保存 ]
変更した設定を保存
します。
[削除 ]
指定したマスク番号
のプライバシーマス
クを削除します。
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ご注意：                                                                                                                                  
● マスクを設定できるチルト角度は水平から 40°以内です。
● マスクの位置を調整する際に、チルト角が水平の限界まで達した後、一度矢印を離し再度クリックす
ると、プライバシーマスクだけが上方へ移動します。これによって、水平よりも上方の領域にプライバ
シーマスクを設定することができます。

● マスクは設定時よりも大きめに表示されます。カメラの向きやズームによっては隠したい部分がはみ出
す場合があり、その場合にはあらかじめ大きめに設定してください。

● 工場出荷時のホームポジションはプライバシーマスクの範囲外です。
● マスク調整ウィンドウをパソコンで初めて開いた場合、パソコンに ActiveXがインストールされます。

A0Bが黒色となり、数字が大きくなるごとに白に近くなります。A10Bで白
色となります。[マスクイメージ ]で色を確認できます。
[設定値：0 _ 10]

� [パスワード ]画面
Aオペレータ パスワード Bを入力します。(A 14ページ )



動き検出ページ
動き検出を設定するページです。
AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● カメラがホームポジションのときのみ有効です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [動き検出 ]をクリックしてください。
● 動き検出有効エリアが青く表示されます。
● 動きを検出したエリアが赤く表示されます。
● 設定したマスクの情報は、オートリターンから始まるインテリジェント追尾の追尾対象検出にも
適用されます。(A 38ページ )

B C D E F

A

クリック
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Internet Explorerを使った設定

動き検出ページ (つづき )

メモ：                                                                                                                           
● エリア表示位置はめやすです。必ず動作確認を行なってください。
● 一画面は 96（横 12×縦 8）ブロックに分割されています。動き検出をする被写体の大きさが複数ブ
ロック以上となるように、画角を設定してください。

● [スタビライザ ]が AOnBに設定されている場合、映像が 1.3倍にズームされるので、動き検出表示画

設定（つづき）

A表示画面 横 12ｘ縦 8のブロックに分割されており、ブロックごとにマスクするか
どうか設定できます。
工場出荷時にはすべてのブロックがマスクされています。
ブロックをクリックすると青く表示され、マスクがはずされます。もう一
度クリックするとマスク状態に戻ります。
[OK]をクリックすることで有効になります。
[全てマスク ]をクリックすることですべてのブロックがマスク状態になり
ます。
[マスク解除 ]をクリックすることですべてのブロックがマスクを解除され
ます。

B動き検出 [動き検出 ]の On/Offを設定します。
[OK]をクリックすることで有効になります。
[自動追尾 /インテリジェント追尾 ] (A38ページ )を実行すると
[動き検出 ]は AOffBに設定されます。

C OK/キャンセル 変更したパラメーターを反映させる場合に [OK]をクリックします。
[キャンセル ]をクリックすると、変更が取り消されます。

D検出感度 動き検出の感度を設定します。
数字が大きいほど検出感度があがり、敏感になります。
[OK]をクリックすることで有効になります。

E全てマスク すべてのブロックをマスクします。
[OK]をクリックすることで有効になります。

Fマスク解除 すべてのブロックのマスクを解除します。
[OK]をクリックすることで有効になります。
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面に表示されるブロック数は横 8X縦 6になります。[スタビライザ ] (A23ページ )
ご注意：                                                                                                                                  
● 蛍光灯などのフリッカにより動き検出の誤動作が発生する場合があります。
● 照明により明るさが変化する場合、動きとして検出される場合があります。
● 動き検出は盗難、火災などを防止するためのものではありません。また、被写体条件や設定条件
によっては正しく動作しない場合があります。
万一発生した事故や損害に対する責任は、一切負いません。

● 他のクライアントが本機から画像を取得していると、本機の配信上限により [動き検出 ]ページに映
像が表示されない場合があります。[動き検出 ]ページを利用する際には、他のクライアントを停
止させてください。



ネットワーク基本ページ
ネットワークの基本的な設定をするページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [ネットワーク基本 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

● [ネットワーク基本 ]ページの設定を変更すると、その時点で動作していたすべてのサービスは終了
します。例えば JPEG/MPEG4を配信中に [ネットワーク基本 ]ページの設定を変更すると、配信
は止まり TCPは切断されます。

A
B
C
D
E
F
G
H
Iクリック

A IP 設定 DHCPクライアント機能を設定します。
DHCPを有効に設定する場合は、DHCPサーバーのあるネットワーク環境にカ
メラを接続してください。
[IP 設定 ]項目を ADHCPBに設定し、DHCPサーバーが存在しない場合、起動
から約 2分後にカメラは IPアドレス 192.168.0.2、サブネットマスク
255.255.255.0で起動します。
IPアドレスについては、[IPアドレスの設定 ] (A6ページ )をご覧ください。

B IP アドレス カメラの IPアドレスを設定します。

Cサブネットマスク カメラのサブネットマスクを設定します。

Dデフォルトゲート カメラのデフォルトゲートウェイを設定します。
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ウェイ デフォルトゲートウェイを設定しない場合には、A0.0.0.0Bを設定してくだ
さい。

Eホスト名 カメラのホスト名を設定します。
英数字、ハイフン（ - ）、ピリオド（ . ）が使用できます。アンダースコア
（ _ ）は使用できません。

F DNS サーバー DNSサーバーのアドレスを設定します。

G MAC アドレス カメラのMACアドレスが 16進数で表示されます。

H IP プロトコル IPv6 の On/Offを選択します。（IPv4 は常にオンです。)IPv6 に対応した
ネットワークで IPv6 をオンにすると、[IPv6 アドレス ] の欄にアドレスが
表示されます。ネットワークが IPv6 に対応していない場合には、[IPv6 ア
ドレス ] の欄に ADisableB と表示されます。この項目を変更した場合、カメ
ラは再起動します。約 1 分後に操作可能になります。

I IPv6 アドレス IPv6 のアドレスが表示されます。



Internet Explorerを使った設定

ネットワーク詳細ページ
ネットワークの詳細な設定をするページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [ネットワーク詳細 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

設定（つづき）

A

B

C

D
E
F
G

クリック

JPEG

A TOS(DS field) JPEGを格納した IPパケットの TOS値を設定します。
8ビットで構成される TOS値のうち、上位 6ビットが DSCPです。
この上位 6ビットを設定することができます。下位２ビットは A0Bと
なります。例えば、A252Bに設定すると、下位 2ビットが A0Bに変換さ
れ、A252Bとなります。
TOS値は優先制御に対応したネットワークで使用されます。ネット
ワークスイッチに優先制御を設定することによって、TOS値が大きい
パケットを優先してルーティングすることができます。
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MPEG4

B TOS(DS field) MPEG4を格納した IPパケットの TOS値を設定します。
詳細は、上記 [JPEG TOS (DS field)]項目Aを参照してください。

音声（VN-V686WPCのみ）
C Audio TOS

(DS field)
音声を格納した IPパケットの TOS値を設定します。
詳細は、上記 [JPEG TOS (DS field)]A項目を参照してください。

共通
D TTL （ユニキャスト） TCPで送信する JPEG/MPEG4パケットの TTL値を設定します。
E TTL （マルチキャスト） マルチキャストで送信する JPEG/MPEG4パケットの TTL値を設定し

ます。
F MTU JPEG/MPEG4を格納するパケットの最大サイズを設定します。

［設定値：1280 _ 1500］
G ネゴシエーション ネットワークのネゴシエーションを設定します。AAutoB以外を選択し

た場合は、接続する相手のネットワーク機器を AAutoBにせず、カメラ
と同じ設定にしてください。



プロトコルページ
HTTP サーバーポート番号と VSIP サーバーに関する設定を変更するページです。
AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [プロトコル ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 変更後 Internet Explorerで接続する場合は、再接続が必要です。

B
C
D

A

E

クリック

プロトコル設定 プロトコルについての設定をします。
A HTTPサーバー
ポート

カメラが内蔵しているWebサーバーのポート番号を変更することができます。
（1 _ 65535：工場出荷時は 80番）
JPEG/MPEG4/音声を要求する HTTPのポート番号も変更されます。
Internet Explorerからカメラへアクセスする場合、工場出荷状態では次のよ
うに Internet Explorerへ入力します。
http：//192.168.0.2
しかし、例えばポート番号を 8080番に変更した場合は、次のように
Internet Explorerへ入力します。
http：//192.168.0.2：8080

B VSIPプロトコル VSIPプロトコルの On/Offを変更することができます。
Verint社の Nextivaからカメラを使用したい場合は AOnBにしてください。

C VSIPサーバー
ポート

カメラが内蔵している VSIPサーバーポート番号を変更することができます。
（1_65535：工場出荷時は 5510番）

D AMXデバイス発 AMXデバイス発見プロトコルの On/Offを変更することができます。
AMX社のシステムでカメラを使用する場合は AOnBにしてください。
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メモ：                                                                                                                           
● 統合ビューワーで再生する場合、統合ビューワーの設定画面にある [HTTP ポート ]の番号も同じ値
に変更してください。(A 91ページ )(A 93ページ )

見プロトコル
[ 設定値： On，Off]

JPEG配信 JPEG画像配信の優先度を選択します。
Eモード JPEG画像配信のクライアント数とフレームレートのどちらを優先するか

を選択します。
クライアント数優先：配信クライアント数を優先します。(A 4ページ )

配信要求が増えると配信する JPEGのフレームレートを低く
し、最大 20クライアントまで配信が可能になります。

フレームレート優先：フレームレートを優先します。(A 4ページ )
クライアントから要求された JPEGのフレームレートを維持
したい場合に設定します。最大配信数を超えて配信要求を行
なった場合、要求を受け付けません。



Internet Explorerを使った設定

手動配信ページ
手動でマルチキャスト送信するページです。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [手動配信 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

設定（つづき）

A B C D

E

F

H I J

G

クリック

JPEG
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A配信 JPEG画像のストリームの開始、停止を行います。
[開始 ]をクリックすることにより送信を開始させた時点で、[手動配
信 ]ページに設定されたパラメーターは保存されます。

B宛先アドレス JPEG配信の宛先アドレスを指定します。
マルチキャストアドレスを指定してください。他にもマルチキャスト
を送信する機器がある場合には、互いに異なるマルチキャストアドレ
スになるように設定してください。

C宛先ポート JPEG配信の宛先ポート番号を指定します。
RTP準拠のため、偶数で指定します。
他にもマルチキャストを送信する機器がある場合には、互いに異なる
ポート番号になるよう設定することを推奨します。
ポート番号が重複している場合、1台のパソコンで複数のマルチキャ
ストを受信できなくなります。

Dフレームレート JPEG画像をマルチキャスト送信する場合の送信フレームレートを指
定します。



メモ：                                                                                                                           
● マルチキャストを送信中にカメラの電源が落とされた場合、カメラは再起動後にマルチキャスト
送信を自動で再開します。

MPEG4

E配信 MPEG4画像のストリームの開始、停止を行います。
[開始 ]をクリックすることにより送信を開始させた時点で、[手動配
信 ]ページに設定されたパラメーターは保存されます。

F宛先アドレス MPEG4配信の宛先アドレスを指定します。
マルチキャストアドレスを指定してください。他にもマルチキャスト
を送信する機器がある場合には、互いに異なるマルチキャストアドレ
スになるように設定してください。

G宛先ポート MPEG4配信の宛先ポート番号を指定します。
RTP準拠のため、偶数で指定します。
他にもマルチキャストを送信する機器がある場合には、互いに異なる
ポート番号になるよう設定することを推奨します。
ポート番号が重複している場合、1台のパソコンで複数のマルチキャ
ストを受信できなくなります。

音声（VN-V686WPCのみ）

H配信 音声のストリームの開始、停止を行います。
[開始 ]をクリックすることにより送信を開始させた時点で、[手動配
信 ]ページに設定されたパラメーターは保存されます。

I宛先アドレス 音声配信の宛先アドレスを指定します。
マルチキャストアドレスを指定してください。他にもマルチキャスト
を送信する機器がある場合には、互いに異なるマルチキャストアドレ
スになるように設定してください。

J宛先ポート 音声配信の宛先ポート番号を指定します。
RTP準拠のため、偶数で指定します。
他にもマルチキャストを送信する機器がある場合には、互いに異なる
ポート番号になるよう設定することを推奨します。
ポート番号が重複している場合、1台のパソコンで複数のマルチキャ
ストを受信できなくなります。
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アクセス制限ページ
（音声に関する機能は VN-V686WPCのみ）

クライアントの制限を設定するページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [アクセス制限 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

● 本機能の対象は JPEG/MPEG4/音声取得です。Webブラウザによるアクセスや APIの使用は、本機
能によって制限されません。

ご注意：                                                                                                                                  
● アクセス制限機能は、クライアントが TCP接続した際に制限するかどうか判断します。すでに

TCP接続しているクライアントに対し、後からアクセス制限を設定しても、TCP接続は切断され
ません。

設定（つづき）

B

A
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ご注意：                                                                                                                                  
● A登録先を許可 Bを選択し、すべての IPアドレスの項目を空欄にした場合、すべての IPアドレスから
の JPEG/MPEG4/音声取得要求を受け付けません。ただしWeb設定ページへのアクセスは制限さ
れません。
また指定された IPアドレスへの送信を APIで指示された場合も、カメラは受け付けません。

メモ：                                                                                                                           
● ある範囲の IPアドレスを指定したい場合、IPアドレスとサブネットマスクの組み合わせによる表記
を [IP アドレス ]項目Bに記述します。

● サブネットマスクは 8 _ 30のビット長で表記します。
例えば 192.168.0.0 から 192.168.0.255を指定する場合、192.168.0.0/24([IP アドレス ]/[サブネッ
トマスク長 ])となります。

宛先アドレス カメラへアクセスするクライアントを IPアドレスで制限できます。

Aアクセス制限 A登録先を禁止 Bを選択した場合には、[IP アドレス ]項目Bで指定した
IPアドレスからの JPEG/MPEG4/音声取得要求を受け付けません。なお
Web設定ページへのアクセスは制限されません。
A登録先を許可 Bを選択した場合には、[IP アドレス ]項目Bで指定した
IPアドレスからの JPEG/MPEG4/音声取得要求を受け付けます。なおWeb
設定ページへのアクセスは制限されません。

B IP アドレス マルチキャストアドレスを指定し A登録先を禁止 Bを選択した場合には、
カメラはそのマルチキャストアドレスへの送信要求を受け付けません。
マルチキャストアドレスを指定し A登録先を許可 Bを選択した場合には、
カメラはそのマルチキャストアドレスへの送信要求を受け付け、[IP アドレ
ス ]項目Bに記述されていないマルチキャストアドレスへの送信要求は受
け付けません。
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時刻ページ
時刻を設定するページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [時刻 ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。
● 無効な値を入力して [OK]をクリックすると警告メッセージが表示され受け付けません。無効な値
を現在の値へ戻したい場合には、[キャンセル ]をクリックしてください。

設定（つづき）

A
B
C
D
E
F

クリック

A SNTP SNTPクライアント機能を設定します。
A有効 Bにすると、指定された NTPサーバーへ定期的にアクセスし、時刻
を取得します。
なおカメラが配信する JPEGヘッダーには時刻が記録されています。NTP
サーバーから時刻を取得する直前と直後で、JPEGヘッダーにある時刻が
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不連続となる可能性があります。

B NTP サーバー NTPサーバーの IPアドレスを設定します。

C取得間隔 NTPサーバーへアクセスする時間間隔を設定します。

D時刻 カメラが持つ時計の時刻を表示しています。
値を入力することで時計の時刻を変更できます。（秒は設定できません。）
なおカメラが配信する JPEGヘッダーには時刻が記録されています。時刻
を変更する直前と直後で、JPEGヘッダーにある時刻が不連続となります。

Eタイムゾーン タイムゾーンを設定します。

F PC の時刻をカメ
ラへ設定

[実行 ]をクリックすると、ご使用のパソコンの時刻をカメラに取り込むこ
とができます。



パスワードページ
パスワードを変更するページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [パスワード ]をクリックしてください。
● 変更した設定を有効にするためには、[OK]をクリックしてください。

A
B
C

クリック

Aユーザー名 ユーザー名を選択します。

B新しいパスワード 新しいパスワードを入力します。
パスワードは、8文字以下（空欄は使用不可）を受け付けます。
カメラは大文字と小文字を区別します。
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ご注意：                                                                                                                                  
● パスワードを忘れないよう、十分な管理を行なってください。
● パスワードを忘れてしまった場合は、ビクターサービス窓口にご相談ください。

C新しいパスワード
再入力

確認のため新しいパスワードをもう一度入力します。



Internet Explorerを使った設定

メンテナンスページ
メンテナンスのためのページです。

AadminBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [メンテナンス ]をクリックしてください。

設定（つづき）

C

B

E
D

A

クリック
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A再起動 カメラを再起動します。（再起動には約 1 分かかります）

B工場出荷時設定
[全て工場出荷時の設
定に戻す ]

すべての設定項目を工場出荷値に戻し再起動します。（初期化、および再起
動には約 1分かかります）
パスワードも初期化されます。なおカメラ内蔵の時計は影響を受けません。
JPEG/MPEG4送信などのサービスが行われていた場合には、すべての
サービスが停止されます。

Cアップデート カメラのファームウェアをアップデートし再起動します。
[ネットワーク処理部 ]、[機構制御部 ]、[映像処理部 ]の 3つからアップ
デートする対象を選択してください。
カメラの設定内容は保存されます。Internet Explorerを使用しているパソコ
ンに新しいファームウェアのファイルをコピーし、[参照 ...]を使ってその
ファイルを指定してください。[実行 ]をクリックするとアップデートを開
始します。JPEG/MPEG4送信などのサービスが行われていた場合には、
すべてのサービスが停止されます。アップデートには数分かかります。
アップデートが成功すると Internet Explorerにメッセージが表示されます。
ご注意：                                                                                              
● アップデート中あるいはアップデート後の起動中は電源を切らないでく
ださい。電源を切ってしまうと、故障の原因となる場合があります。

● アップデートを開始する前に、本ページ以外（ビューワーなど）からの
本機 へのアクセスを終了してください。本ページ以外のアクセスが有
効のまま、アップデートを開始すると、本ページのアクセスが切れる場
合があります。その場合は、本ページ以外のアクセスを終了し、再度、
本ページにアクセスしてアップデートをやり直してください。

D オートクリーニング 電源や信号の伝達を行う部品のクリーニングを自動で行うかどうかの設定
をします。
ご注意：                                                                                              
● パンの位置が停止したまま 7日間以上経過すると、指定された時刻にパ
ン動作し、自動的にクリーニングを行います。

Eオートクリーニン
グ時刻

クリーニングの実施時刻を設定します。
変更する場合は、時刻を入力し、[更新 ]をクリックします。
［設定値：0-23時、0-59分］
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各ページの工場出荷値一覧表

� カメラページ (A 21ページ )

� エンコードページ (A 26ページ )

� 音声ページ（VN-V686WPCのみ）
(A 26ページ )

� アラームページ (A 30ページ )

設定（つづき）

項目 工場出荷値
カメラ ID AVN-V685B

（VN-V685の場合）
AVN-V686B
（VN-V686B/
VN-V686WPB/
VN-V686WPC
の場合）

モニタータイプ カスタム
ブラックレベル 1

ガンマ 1

アクティブガンマレベル 0

エンハンス帯域 High

エンハンスレベル 0

カラーレベル 0

スタビライザ Off

スタビライザレベル 中
3次元ノイズリダクション Mid

AGC Super

電子感度アップ Off

ALCモード 動き優先

項目 工場出荷値
JPEGフレームサイズ VGA

MPEG4フレームサイズ VGA

JPEG画質 VFS4

MPEG4ビットレート 2000 kbps

MPEG4符号量制御 CBR

MPEG4フレームレート 15 fps

MPEG4I フレーム間隔 30

MPEG4プライオリティ FPS

項目 工場出荷値
通信方式 半二重
マイクゲイン 32 dB

マイク電源供給 On

音声再生ファイル 1 ー
音声再生ファイル 2 ー
音声再生ファイル 3 ー
音声再生ファイル 4 ー
音声再生ファイル 5 ー

項目 工場出荷値
アクション 無効
条件 1 入力 1メイク
60

シャッタースピード 1/60

白黒モード カラー
IRプリセット AF Off

照明 通常

条件 1- 2 の間隔 ^

条件 2 無効
アクションポジションナ
ンバー

^

音声再生ファイル
（VN-V686WPCのみ）

ー

トリガーポジションナン
バー

^

メールアドレス ^

メール送信データ ^

画像添付 Off

TCP/UDP IP アドレス ^



� アラーム環境ページ (A 34ページ )

� PTZページ (A 37ページ )
TCP/UDP ポート番号 ^

TCP/UDP 通知データ ^

アラーム出力持続時間 ^

アラーム動作適用時間帯
指定

常に動作する

項目 工場出荷値
SMTPサーバー 0.0.0.0

ポート番号 25

差出人メールアドレス ^

POP before SMTP 無効
POPサーバー 0.0.0.0

ポート番号 110

ユーザー名 ^

パスワード ^

FTPサーバー 0.0.0.0

パス名 ^

ユーザー名 ^

パスワード ^

周期的 FTP Off

周期的 FTP 間隔 1

周期的 FTP 命名 Auto

周期的 FTP 時間帯指定 常に動作する
プリポスト記録 フレーム
レート

15 fps

プリポスト記録 プリトリ 5秒

項目 工場出荷値
モード 無効

リターン時間 1分

自動追尾 /インテリジェ
ント追尾　リスタート時
間

Off

自動追尾 /インテリジェ
ント追尾　自動追尾検出
レベル

5

追尾ズーム連動 On

追尾ズームリミット 10倍

電子ズームリミット 2

パンリミット Off

チルトリミット 0度

プリセットポジション移
動スピード

4

オートフリップ デジタルフリップ
Off
（VN-V686WPCのみ）
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ガー
プリポスト記録 ポストト
リガー

5秒

出力持続時間　出力 1　 1000 ミリ秒
出力持続時間　出力 2 1000 ミリ秒
手動　出力１ ブレイク
手動　出力 2 ブレイク



Internet Explorerを使った設定

各ページの工場出荷値一覧表（つづき）
� オートパトロールページ (A 43ページ )

� プライバシーマスクページ
(A 45ページ )

� 動き検出ページ (A 47ページ )

� ネットワーク基本ページ (A 49ページ )

� ネットワーク詳細ページ (A 50ページ )

� プロトコルページ (A 51ページ )

� 手動配信ページ (A 52ページ )

設定（つづき）

項目 工場出荷値

ポジション 0_99

時間 10秒

項目 工場出荷値
プライバシーマスク Off

マスク番号　0_7 Off

明るさ設定 4

オペレータ パスワード jvc

項目 工場出荷値

マスク マスク解除

動き検出 Off

検出感度 5

項目 工場出荷値

IP 設定 固定 IP

項目 工場出荷値
JPEG TOS 0

MPEG4 TOS 0

音声 TOS
（VN-V686WPCのみ）

0

TTL （ユニキャスト） 64

TTL （マルチキャスト） 32

MTU 1500

ネゴシエーション Auto

項目 工場出荷値
HTTP サーバーポート 80

VSIP プロトコル Off

VSIPサーバーポート 5510

AMX デバイス発見プロ
トコル

On

モード クライアント数優先

項目 工場出荷値

JPEG宛先アドレス 255.0.1.1

JPEG宛先ポート 49152

JPEGフレームレート 15 fps

MPEG4宛先アドレス 225.0.2.1
62

� アクセス制限ページ (A 54ページ )

IP アドレス 192.168.0.2

サブネットマスク 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0

ホスト名 ^

DNS サーバー 0.0.0.0

IP プロトコル IP version4：On
IP version6：Off

IPv6 アドレス Disable

MPEG4宛先ポート 59152

音声宛先アドレス
（VN-V686WPCのみ）

225.0.3.1

音声宛先ポート
（VN-V686WPCのみ）

39152

項目 工場出荷値
アクセス制限 登録先を禁止

IP アドレス ^



� 時刻ページ (A 56ページ )

� パスワードページ (A 57ページ )

項目 工場出荷値
SNTP 無効

NTP サーバー 0.0.0.0

取得間隔 時 ,1

タイムゾーン (GMT+9:00)Japan

項目 工場出荷値
ユーザー名 AadminB

新しいパスワード 表示は空蘭
工場出荷時のパス
ワードは、
AadminB : jvc

AoperatorB : jvc

AuserB : jvc
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その他のページ
情報を取得するページです。

AadminB、AoperatorBおよび AuserBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [その他 ]をクリックしてください。

設定（つづき）

A

クリック
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A Open Source 
Software

[表示 ]をクリックすると、カメラで利用しているソフトウェアに関する情
報が表示されます。



動作状況ページ
動作状況を表示します。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [動作状況 ]をクリックしてください。

A

B

C

クリック
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動作状況
A全ビットレート カメラが送信している TCP/UDPの合計ビットレートと、それぞれの

ビットレートを表示します。

B配信先 カメラが送信している宛先を表示します。

ログ
Cシステムログ 以下の情報が表示されます。

● 起動からの秒数
● アラームなどの検出情報



Internet Explorerを使った設定

機器情報ページ
バージョン情報および設定値を表示します。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [機器情報 ]をクリックしてください。

設定（つづき）

クリック
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Internet Explorerを使った設定

機器情報ページ (つづき )

設定（つづき）
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ポジションリストページ
プリセットポジションの情報を表示します。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [ポジションリスト ]をクリックしてください。

クリック
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Internet Explorerを使った設定

ポジションリストページ (つづき )

設定（つづき）
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パトロール情報ページ
オートパトロールの情報および設定値を表示します。

AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
● [詳細設定 ]をクリックすると、設定メニューが表示されます。
● [パトロール情報 ]をクリックしてください。

クリック
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パトロール情報ページ (つづき )

設定（つづき）
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操作

本機は、統合ビューワーを備えています。
Internet Explorerで IPアドレスを入力すると、統合ビューワーが起動します。
統合ビューワーでは、JPEG・MPEG4によるモニタリングと音声送受信および PTZ操作を行うこと
ができます。（音声送受信は、VN-V686WPCのみ可能）
�圧縮方式が JPEGの場合、連続した静止画像の表示、静止画のワンショット記録が可能です。
�圧縮方式が MPEG4の場合、MPEG4エンコードの動画表示が可能です。

● A統合ビューワー画面構成 B (A74ページ )
● A画質に関する設定 B (A76ページ )
● APTZに関する設定 B (A79ページ )
● APTZ 制御 B (A85ページ )
● AJPEGビューワーに関する設定 B (A90ページ )
● AMPEG4ビューワーに関する設定 B (A92ページ )
● A音声モニタに関する設定 （VN-V686WPCのみ）B (A94ページ )
● Aオペレータ パスワード B (A96ページ )
● Aビューワーの終了 B (A97ページ )

統合ビューワーの操作

開いた画面の表示や構成がおかしい場合は、以下の手順でパソコンの設定を確認してください。
A [スタート ]-[コントロールパネル ]-[画面 ]で [画面のプロパティ ]ウィンドウを開く
B [画面のプロパティ ]ウィンドウの [設定 ]タブをクリックし、[詳細設定 ]をクリックする
C [全般 ]タブの [DPI設定 ]が [通常のサイズ（96DPI）]になっているか確認する
D 他の設定になっていた場合、[通常のサイズ（96DPI）]に設定を変更し、Windowsを再起動する
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操作

統合ビューワー画面構成
AadminBおよび AoperatorBでアクセスした場合に利用可能です。
AuserBでアクセスした場合は、[一時停止 /再生 ]項目D、[画像保存 ]項目E、[圧縮方式 ]項目G、
[表示サイズ ]項目H、[詳細設定 ]項目Iのみ利用可能です。

統合ビューワーの操作 (つづき )

A C D E F G H IB

操作メニュー

A MENU OFF/
MENU ON

操作メニューの表示 /非表示を切り換えます。

B制御 操作メニューを PTZメニューに切り換えます。A画質に関する設定 B、
APTZ に関する設定 BAPTZ 制御 Bを操作する場合にクリックします。
(A 76ページ )

Cビューワー設定 操作メニューを AJPEGビューワー Bメニュー、AMPEG4ビューワー Bメ
ニュー、Aオペレータ パスワード Bメニューに切り換えます。
AJPEG ビューワーに関する設定 B、AMPEG4 ビューワーに関する設定 B、A
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オペレータ パスワード Bを設定する場合にクリックします。

D一時停止 /再生 画像を一時停止 /再生します。



メモ：                                                                                                                           
● 統合ビューワーの設定は Cookieというファイルに保存されています。

E画像保存 表示中の画像をパソコンにキャプチャーします。パソコンの [マイドキュメン
ト ]の下に作成したフォルダーに JPEGファイルとして記録されます。フォル
ダー名は、工場出荷時 AVN-V685B(VN-V685), AVN-V686BB(VN-V686B/VN-
V686WPB)，AVN-V686WPCB(VN-V686WPC)になっています。
ファイル名は「年月日、時分秒、ミリ秒」を示します。
メモ：                                                                                               
● Windows Vistaの場合は、[ドキュメント ]に画像が保存されます。
● フォルダー名を変更することができます。(A 91ページ )

ご注意：                                                                                                    
● ここで表示される時刻はパソコンの時刻です。カメラの時計のA時刻Bではありま
せん。

● 動画としてキャプチャーをすることはできません。
● MPEG4画像を、キャプチャーすることはできません。

F音声送信
（VN-V686WPC
のみ）

クライアント PCからカメラに音声の送信を開始します。１台のカメラに対し
て音声送信できるのは１本のストリームのみです。１台のクライアント PCが
音声送信しているときは、別のクライアント PCからは送信できません。
● 音声送信中、[音声送信 ]が赤色で点灯します。
● 音声送信できないときは、[音声送信 ]が赤色になりません。
メモ：                                                                                               
● JPEGビューワーとMPEG4ビューワーの両方から音声送信することはできません。

G圧縮方式 取得するストリームを切り換えます。JPEG、MPEG4のどちらかを設定できます。

H表示サイズ 画像領域の表示サイズを設定します。
[可変 ] ：ブラウザのウィンドウサイズに合わせて表示します。
[等倍 ] ：設定したフレームサイズの等倍で表示します。
メモ：                                                                                               
● [可変 ]/[等倍 ]どちらの場合もブラウザのウィンドウサイズは変わりません。

I詳細設定 各種設定ページを起動します。
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� Cookieファイルの検索と削除
● Internet Explorerの[ツール]-[インターネットオプション]-[全般]を開き、[インターネット一時ファ
イル ]の [設定 ]をクリックします。
新たに [設定 ]ウィンドウが開き、その中の [ファイルの表示 ]をクリックします。さらに
[Temporary Internet Files]ウィンドウが開き、ファイル一覧が表示されます。その中にある Acgi-
bin/Bという名前のファイルが内蔵ビューワー用 Cookieです。

● このファイルを削除するとビューワーの設定が削除され、次回ビューワーを起動するときは初期
化された状態で動作します。

この設定画面ではパソコン上のソフトウェアとして統合ビューワーの設定を行うものであり、カメ
ラ本体の設定を操作するものではありません。
設定を変更する際は、[OK]をクリックし、統合ビューワーを終了して再起動してください。



操作

画質に関する設定

� 画質調整
画質調整を行います。
● 他のメニューが表示されているときは、[制御 ]をクリックし、切り換えます。
● 画面左側のメニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

統合ビューワーの操作 (つづき )

B

A

D

C

クリック
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Aホワイトバランス ホワイトバランス調整機能を選択します。

モード ATW-Wide ：Auto-Tracking White Balance（自動色温度追尾）モー
ドになります。照明の色温度に応じて自動的にホワイ
トバランスを調整します。
（色温度 2300 K_10000 K の範囲）

ATW-Narrow  ：AATW-WideB より狭い色温度の範囲に対応します。
（色温度 3200 K_8000 K の範囲）

ATW-Full ：より広い範囲で ATW動作を行います。
ATW-Sodium ：高圧ナトリウムランプ光源下で見た目に近い色合いに

なります。
AWC ：Auto-White Balance Control（オートホワイトバラン

ス調整）モードになります。AWCでは、[Rゲイン ], 
[Bゲイン ]項目で設定された数値がホワイトバランス
に反映されます。

Rゲイン AWC 時の R（赤）の色相を調整します。
[+] ：赤み、赤レベルなどを強くします。
[-] ：赤み、赤レベルなどを弱くします。

メモ：                                                                                     
● [+]、[-] を 1 回クリックすると 1 段階変化します。続けて変化させた
い場合はクリックを繰り返してください。[+]、[-] を押したままだと
連続して変化しません。

Bゲイン AWC 時の B（青）の色相を調整します
[+] ：青み、青レベルなどを強くします。
[-] ：青み、青レベルなどを弱くします。
メモ：                                                                                     
●  [+]、[-] を 1 回クリックすると 1 段階変化します。続けて変化させた
い場合はクリックを繰り返してください。[+]、[-] を押したままだと
連続して変化しません。

[AWC]ボタン AWC（オートホワイトバランス調整）を実行します。被写体と同じ照
明条件の場所で、画面の中心付近に白いものを置いて実行してくださ
い。[AWC]をクリックすると AWCモードに切り換わります。
メモ：                                                                                     
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● [AWC] をクリックすると、 [Rゲイン], [Bゲイン]項目 の値がAWC実行
結果を反映した値に置き換わります。

●  [ ホワイトバランス ] 項目をを AATW-NarrowB、AATW-WideB に設定
していても、[AWC]をクリックすると自動的に AWC モードに切り
換わります。

Bアイリス アイリスの設定を行います。

モード オート -1, オート , オート +1に設定した場合、自動的にアイリスを調
整します。

マニュアル  [+]、[-] をクリックして調整することもできます。その場合、 [+]、[-] を
押している間アイリスが変化し、離すと止まります。



操作

画質に関する設定 (つづき )

統合ビューワーの操作 (つづき )

C逆光補正 逆光補正機能を選択します。強い光源などが被写体と同じ方向にある
ときに設定します。不要な光源が測光エリア外になるようにします。

モード Off ：逆光補正しません。
エリア 1_エリア 4

：4種類の測光エリアの中から選択します。
[設定値：Off,エリア 1, エリア 2, エリア 3, エリア 4]

メモ：                                                                                     
● 逆光補正のエリアはデジタル PTZには連動しません。

D白黒モード カラーから白黒モードに切り換える機能について設定します。

モード カラー ：常にカラーモードになります。
白黒 ：常に白黒モードになります。
オート ：オート -低 , オート -中 , オート -高

照度によって、自動的にカラーモードと白黒モードを
切り換えます。感度を 3 種類から選択して設定してく
ださい。照度が 30 秒間続けて判定範囲内に入ってい
ると、モードが切り換わります。

[設定値：カラー , 白黒 , オート ]

メモ：                                                                                     
白黒／カラー切り換えを確実に行うために

Off エリア 1 エリア 2 エリア 3 エリア 4

測光エリア 測光エリア 測光エリア 測光エリア測光エリア
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●  [白黒モード]項目をオート-低, オート-中, オート-高に設定すると、被写体の
明るさに応じて白黒／カラーの切り換えを行うことができますが、照明の
条件や画角によっては切り換わらないことがあります。より確実に切り換
えを行うためには、外部センサー（別売）を本機のアラームケーブルと接
続し、切り換えを行うことをおすすめいたします。



PTZに関する設定

� プリセットポジション
プリセットポジションの設定をします。
● 他のメニューが表示されているときは、[制御 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側のメニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

B

A

D

C

クリック

� プリセットポジ
ション

プリセットポジションの設定をします。
● [オートフリップ ]項目が Aデジタルフリップ Bに設定されている場合、
チルト角度が 90度を越える位置ではプリセットポジションを登録で
きません。[オートフリップ ] (A42ページ )

メモ：                                                                                       
● プリセットポジション設定時、[パンリミット ]が AOnBになっている場
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合、禁止領域ではパン操作できません。
[パンリミット ] (A40ページ )

● プリセットポジション移動は、パンリミットより優先される動作なの
で、[パンリミット ]が AOffBの状態でプリセットポジションの設定を
行い、その後 [パンリミット ]を AOnBに設定した場合は、禁止領域
に関係なくパン動作します。[パンリミット ] (A40ページ )

● プリセットポジションに記憶される項目は、パン、チルト、ズーム、
フォーカス、ポジションタイトル、ホワイトバランス、アイリス、逆
光補正です。

Aポジション ポジションを選択します。
[設定値：HOME、1_99]



操作

PTZに関する設定 (つづき )

統合ビューワーの操作 (つづき )

� プリセットポジション (つづき )

Bモード 現在のタイトルが表示されます。
タイトルを登録、変更する場合はここへ入力します。
（英数字 32文字、日本語 16文字まで入力可能。JPEGビューワーで表示
されるのは、英数字 16文字まで、日本語は 8文字までです。）
[登録 ]をクリックすると、ポジション登録が完了します。
メモ：                                                                                       
● [削除 ]をクリックすると、選択されているポジションの情報
　が削除されます。ただし、[HOME]は削除できません。
● 工場出荷時のホームポジションの表示領域は全画面となっています。

Cパン / チルト / 
ズーム

�パン /チルト操作
矢印をクリックすると、その方向に表示領域が移動します。矢印を離す
と移動が停止します。
[H]をクリックするとホームポジションに移動します。
�ズーム操作
表示領域のズーム操作を行います。
[+] ：ズームが望遠になり、被写体が大きく映ります。
[-] ：ズームが広角になり、被写体が小さく写ります。
�表示倍率
現在の表示倍率を表します。
メモ：                                                                                       
● [+]操作による被写体の拡大倍率は [電子ズームリミット ]の設定により
制限することができます。(A 40ページ )

Dスピード 動作スピードの設定を行います。
パン /チルト ：[パン /チルト ]の動作スピードの設定を行います。設定
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メモ：                                                                                                                           
● マウスを使ってパン・チルト操作することもできます。
画面をクリックすると、クリックした位置が表示領域の中心になります。

値が大きくなるほど、動作スピードが速くなります。
[設定値：1_8]

ズーム ：[ズーム ]の動作スピードの設定を行います。設定値が大
きくなるほど、動作スピードが速くなります。
[設定値：1_4]



� オートパン
オートパンの設定をします。
● 他のメニューが表示されているときは、[制御 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側のメニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

B
A

C

クリック
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操作

PTZに関する設定 (つづき )

統合ビューワーの操作 (つづき )

� オートパン 設定された [開始位置 ]から一定の速度で移動するオートパン動作の設定
を行います。

Aモード オートパン動作の [モード ]を選択します。
右回り ：[開始位置 ]から右方向に水平回転します。
左回り ：[開始位置 ]から左方向に水平回転します。
往復 ：[開始位置 ]から右回りで [戻り位置 ]へ向かい、

[開始位置 ]と [戻り位置 ]の間を往復移動します。
下記制約を除き、任意の位置を開始位置と戻り位置に設定
することができます。

●チルト角 90度以上
：90度以上で設定した場合、エラーメッセージを表示します。

●電子ズーム領域
：電子ズーム領域で設定した場合、光学ズームの最大倍率が
設定されます。
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メモ：                                                                                       
● [開始位置 ]と [戻り位置 ]のズーム倍率が異なる場合は、ズームとパン /
チルトの連動が均等にならないことがあります。

Bスピード オートパンの動作速度を選択します。
[設定値：低速 ,  中速 , 高速 ]

C開始位置
戻り位置

動作の [開始位置 ]と [戻り位置 ]（A往復 B時のみ）を設定します。
カメラをマニュアル操作し、位置を決め [登録 ]をクリックして登録します。
[移動 ] ：カメラが登録されている位置に移動します。
[登録 ] ：オートパン設定が完了します。

メモ：                                                                                       
● マニュアル操作の詳細は [PTZ 制御 ] (A85ページ )をご覧ください。



� オートトレース
オートトレースの設定をします。
● 他のメニューが表示されているときは、[制御 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側のメニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

B

A

C

クリック

� オートトレース カメラをマニュアル操作した内容を記憶し、再現します。
● オートトレースはマニュアル操作を簡易的に記憶しているため、再生
時に位置が多少ずれることがあります。

● オートトレースの記録中は、ディジタルフリップを利用できません。

A状態 [記録開始 ] ：オートトレースの記録が開始され、これ以降のパン /チ
ルト操作、ズーム操作が記録されます。（約 30秒間）

[記録終了 ] ：記録する動作が終了したらクリックします。
メモ：                                                                                       
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● マニュアル操作の詳細は [PTZ 制御 ] (A85ページ )をご覧ください。

[状態 ]表示部
現在の状態が表示されます。
Standby :登録待ちです。[記録終了 ]は無効となります。
Recording :記録中です。[記録終了 ]をクリックすると記録を終了

し、ACompletedBを表示します。
Completed :登録が完了しました。ACompletedBが 3秒間表示され

た後、AStandbyBが表示されます。
Timeout :記録開始から 30秒経過しました。（30秒間の操作は記

録されます。）ATimeoutBが 3秒間表示された後、
AStandbyBが表示されます。

Memory Full :登録動作の範囲を超えました。30秒以内であってもそ
れ以上記録することができません。（それ以前の操作は
記録されます。）AMemory FullBが 3秒間表示された後、
AStandbyBが表示されます。



操作

PTZに関する設定 (つづき )

統合ビューワーの操作 (つづき )

� オートトレース (つづき )

Bパン / チルト / 
ズーム

�パン /チルト操作
矢印をクリックすると、その方向に表示領域が移動します。矢印を離す
と移動が停止します。
[H]をクリックするとホームポジションに移動します。
�ズーム操作
表示領域のズーム操作を行います。
[+] ：ズームが望遠になり、被写体が大きく映ります。
[-] ：ズームが広角になり、被写体が小さく写ります。
�表示倍率
現在の表示倍率を表します。
メモ：                                                                                       
● [+]操作による被写体の拡大倍率は [電子ズームリミット ]の設定により
制限することができます。(A 40ページ )

Cスピード 動作スピードの設定を行います。
パン /チルト ：[パン /チルト ]の動作スピードの設定を行います。設定

値が大きくなるほど、動作スピードが速くなります。
[設定値：1_8]

ズーム ：[ズーム ]の動作スピードの設定を行います。設定値が大
きくなるほど、動作スピードが速くなります。
[設定値：1_4]
84



PTZ 制御

� PTZ 制御
PTZ機能を操作します。
● 他のメニューが表示されているときは、[制御 ]をクリックし、切り換えます。
● 画面左側のメニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

B

A

D

E

C

クリック
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操作

PTZ 制御 (つづき )

統合ビューワーの操作 (つづき )

� PTZ 制御 カメラを操作して、登録するポジションの画角、画質などを調節します。

Aオート機能 動作を選択します。
[開始 ] : 選択したオート機能を開始します。
[停止 ] : 実行中のオート機能を停止します。
メモ：                                                                                         
● Aオートパトロール B 選択時はパトロールモードのリストが表示されます。
● Aインテリジェント追尾 B 選択時は対象のリストが表示されます。

オートパン ：設定したオートパン動作を行います。(A 81ページ )

オートパトロール
：設定したパトロール動作を実行します。［パトロールモー
ド］を選択してください。(A 43ページ )

オートトレース：設定したオートトレース動作を行います。(A 83ページ )

自動追尾 ：自動追尾を行います。(A 38ページ )
自動追尾を動作させている間、動き検出は動作しません。

インテリジェント追尾
：インテリジェント追尾を行います。(A 88ページ )

ご注意：                                                                                             
● [オートリターン]の[モード]項目がAオートパトロールBに設定されてい
る場合に、本画面でオートパトロールを開始すると、[オートリターン ] 
の Aオートパトロール B モードが本画面で開始したモードに変更され
ます。[オートリターン ] (A37ページ )

●オートパンを開始させると、左回転、右回転、もしくはリターン動作
を繰り返します。

●オートパトロールを開始させると、一連の動作を終えた後に、先頭に
戻って繰り返します。オートトレースを動作させると、一連の動作を
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行なった後に開始位置へ戻り、30 秒後に再開します。オートリターン
機能が設定されている場合には、手動で開始したオート機能は中断さ
れ、オートリターンの動作が行われます。



� PTZ 制御 (つづき )

Bプリセットポ
ジション

プリセットポジションを選択します。選択したポジションが登録済みの場
合は、選択したポジションに移動します。
[設定値：HOME , 1_19］

Cフォーカス フォーカスの調整を行います。
モード ：現在のモードを表示します。
イージー AF ：手動でパン、チルト、ズーム操作を行なった後、自動的

にオートフォーカス（AF) が働きます。手動で操作する
ことが多い場合、カメラを動かすごとにフォーカスを取
り直す必要がなく便利です。

マニュアル ：[+]、[-] をクリックし手動でフォーカスを調整します。
[+]、[-] を押している間フォーカスが変化し、離すと止ま
ります。

[フォーカス ]ボタン
：クリックすると約１秒で自動的にフォーカスを合わせます。

● AイージーAFB は被写体によって十分にフォーカスが合わないことがあ
ります。その場合は手動でフォーカスを合わせてください。

Dパン / チルト / 
ズーム

�パン /チルト操作
矢印をクリックすると、その方向に表示領域が移動します。矢印を離すと
移動が停止します。
[H]をクリックするとホームポジションに移動します。
�ズーム操作
表示領域のズーム操作を行います。
[+] ：ズームが望遠になり、被写体が大きく映ります。
[-] ：ズームが広角になり、被写体が小さく写ります。
�表示倍率
現在の表示倍率を表します。
メモ：                                                                                         
● [+]操作による被写体の拡大倍率は[電子ズームリミット]の設定により制
限することができます。(A 40ページ )

Eスピード 動作スピードの設定を行います。
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パン /チルト ：[パン /チルト ]の動作スピードの設定を行います。設定値
が大きくなるほど、動作スピードが速くなります。
[設定値：1_8]

ズーム ：[ズーム ]の動作スピードの設定を行います。設定値が大き
くなるほど、動作スピードが速くなります。
[設定値：1_4]

バリアブル ：ズームの倍率によってパン / チルトの動作スピードを調整す
る機能です。チェックを入れると Tele（望遠）側では遅く、
Wide（広角）側では速く動きます。チェックをはずすと、
ズームの倍率に関わらず、常にパン / チルトで設定したス
ピードで動きます。



操作

PTZ 制御 (つづき )

� インテリジェント追尾機能
インテリジェント追尾を操作します。
● 他のメニューが表示されているときは、[制御 ]をクリックし、切り換えます。
● 画面左側の各メニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

統合ビューワーの操作 (つづき )

待機中

B
A

MPEG4ビューワー画面
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追尾中

追尾中

C

MPEG4ビューワー画面

追尾中



� インテリジェン
ト追尾

ビューワー画面上で被写体をクリックし、選択された被写体の色情報を追
いかけて撮影します。
A [オート機能 ]項目Aの [インテリジェント追尾 ]を選択します。
B [開始 ]をクリックします。

● A待機中 Bと表示されます。
Cビューワー画面上で、追尾したい被写体をクリックします。

●被写体が [追尾枠 ]（青色）で囲まれます。（JPEGビューワーのみ）
●被写体が捕捉されている間は、A追尾中 Bと表示され、カメラが被写体
を見失うと A消失中 Bと表示されます。

●被写体が捕捉されている間は“追尾中”の表示の左に、カメラが追尾して
いる色情報が表示されます。（JPEGビューワー）

� [追尾情報 ]について
A待機中 B：追尾対象の設定待ち状態です。ビューワー画面上をクリック

することで追尾対象を設定できます。
A追尾中 B：被写体を追尾している状態です。
A消失中 B：被写体を見失っている状態です。被写体と同じ色を探し、見

つかると再び追尾を開始します。2秒間“消失中”の状態が
続くと、“捜索中”に移行します。

A捜索中 B：前回追尾していた被写体に類似した色を探している状態です。
類似した色が見つかると再び追尾を開始します。

�表示ついて
[追尾枠 ]（JPEGビューワーのみ）と [追尾情報 ]の表示は、設定画面
で表示するかしないかを選択できます。(A 90ページ )

�表示位置について
JPEGビューワー ：画面の右上
MPEG4ビューワー ：タイトルバー

メモ：                                                                                        
● A追尾中 B、A消失中 B、A捜索中 Bと表示されている間は被写体をクリッ
クすることで、追尾対象を何度でも変更することができます。

●インテリジェント追尾中に設定を変更するとインテリジェント追尾が
終了します。
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操作

JPEGビューワーに関する設定

圧縮方式が JPEGの場合は、連続した静止画像の表示や静止画のワンショット記録ができます。
インストール時の JPEGビューワーは、15 fpsで再生するように設定されています。
● 他のメニューが表示されているときは、[ビューワー設定 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側の各メニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

統合ビューワーの操作 (つづき )

B

A

D

E

C

F

G

A
B

A

D

E

C

クリッククリッククリック

� オンスクリーン
ディスプレイ

� ストリーム � その他
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� オンスクリーン
ディスプレイ

ビューワー画面の表示項目について設定します。
JPEGビューワーでは、映像の上に文字がオーバーレイ表示されます。

Aカメラ ID [カメラ ID]を表示する場合には、AOnBを選択します。
[カメラ ID]は、[基本設定 2]または、[カメラ ]ページで設定できます。
(A 21ページ )

B ポジションタイトル AOnBを選択すると、ポジションタイトルが表示されます。

C動き検出 AOnBを選択すると、動きを検出すると、ビューワーの周囲が赤く強調
されます。

D追尾枠 AOnBを選択すると、インテリジェント追尾の追尾対象を囲む枠（青
色）が画面上に表示されます。

E追尾情報 AOnB を選択すると、インテリジェント追尾の状態が A待機中 B、
A追尾中 B、A消失中 B 、A捜索中 Bと画面上に表示されます。
(A 89ページ )



� オンスクリーンディスプレイ (つづき )

F時刻 時刻を表示する場合には、AOnBを選択します。
JPEGデータの中に収納されている時刻を表示します。

Gフォーマット 時刻を表示する形式を選択します。
YYYY, MM, DDは年月日を意味し、HH, MM, SSはそれぞれ時分秒を意
味します。mmは 100分の 1秒です。

� ストリーム JPEGストリーム受信について設定します。

Aストリーム ビューワーがカメラからデータを取得する際のプロトコルを選択します。
AHTTPBを選択すると、パケットロスが起こった場合には再送によって
リカバリーされます。Aマルチキャスト Bを選択すると多数のビュー
ワーでカメラをモニターできます。
なお Aマルチキャスト Bで再生する場合には、[手動配信 ]ページにお
いて Aマルチキャスト Bを送信開始してください。(A 52ページ )

ご注意：                                                                                         
● Aマルチキャスト Bに設定して統合ビューワーを起動した際に、

Windowsファイアウォールが警告を表示する場合があります。その
場合は、Aブロックしない Bを選択して先へ進んでください。

● Aブロックする Bを選択すると、Windowsファイアウォールがマルチ
キャストストリームをブロックするので、ビューワーはマルチキャ
ストを再生できません。

B HTTP ポート HTTPのポート番号を変更できます。
工場出荷時は、80番です。
カメラのプロトコルページで設定してあるパラメーターと同じ値を指
定してください。(A 51ページ )

Cフレームレート ビューワーが取得するフレームレートを選択します。
大きなフレームレートを選択すると、ビューワーを動作させるパソコ
ンの処理量が増えます。
[設定値：30 , 25 , 15 , 10 , 7.5 , 6 , 5 , 3 , 2 , 1 , 1/2 , 1/3 , 1/5 , 1/10 , 

1/15 , 1/20 , 1/30 , 1/60]

ご注意：                                                                                         
● パソコンの CPU負荷が 80 ％以下になるように設定してください。

CPU負荷が大きいとパソコンが正常に動作しない場合があります。
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Dマルチキャスト IP
アドレス

マルチキャスト IPアドレスを変更できます。
工場出荷時は 255.0.1.1です。

Eマルチキャスト
ポート

マルチキャストのポート番号を変更できます。
工場出荷時は、49152番です。
[手動配信 ]ページの JPEG[配信 ]項目で [開始 ]を選択した場合に有
効です。
カメラの [手動配信 ]ページに設定してあるパラメーターと同じ値を指
定してください。(A 52ページ )

� その他
Aフォルダ名 キャプチャーしたファイルを保存するフォルダー名を変更することが

できます。（ビューワーインストール時：AVN-V685B(VN-V685),
AVN-V686BB(VN-V686B/VN-V686WPB),AVN-V686WPCB(VN-
V686WPC)です。）



操作

MPEG4ビューワーに関する設定

圧縮方式がMPEG4場合は、MPEG4エンコードの動画表示ができます。
● 他のメニューが表示されているときは、[ビューワー設定 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側の各メニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。
メモ：                                                                                                                           
● カメラのMPEG4ビューワーを利用するには、オープンソースのコーデック ffdshowをインストール
してください。ffdshowはインターネットから入手できます。お客様によるオープンソースソフト
ウェアのご使用については、当社は一切の責任を負いません。

統合ビューワーの操作 (つづき )

B

A

D

C

E

B

A

D

C

クリック

� タイトルバー � ストリーム

クリック
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� タイトルバー ビューワー画面の表示項目について設定します。
MPEG4ビューワーでは、ウィンドウのタイトルバーに文字が表示されます。

Aカメラ ID [カメラ ID]を表示する場合には、AOnBを選択します。
[カメラ ID]は、[基本設定 2]または [カメラ ]ページで設定できます。
(A 21ページ )

B ポジションタ
イトル

AOnBを選択すると、ポジションタイトルが表示されます。

C追尾情報 AOnB を選択すると、インテリジェント追尾の状態が A待機中 B、
A追尾中 B、A消失中 B と画面上に表示されます。(A 40ページ )

D時刻 AOnBを選択すると、時刻が表示されます。

Eフォーマット 時刻を表示する形式を選択します。
YYYY, MM, DDは年月日を意味し、HH, MM, SSはそれぞれ時分秒を意味
します。mmは 100分の 1秒です。

� ストリーム MPEG4ストリーム受信について設定します。

Aストリーム ビューワーがカメラからデータを取得する際のプロトコルを選択します。
AHTTPBを選択すると、パケットロスが起こった場合には再送によってリ
カバリーされます。Aマルチキャスト Bを選択すると多数のビューワーで
カメラをモニターできます。
なお Aマルチキャスト Bで再生する場合には、[手動配信 ]ページにおい
て Aマルチキャスト Bを送信開始してください。(A 52ページ )

ご注意：                                                                                             
● Aマルチキャスト Bに設定して統合ビューワーを起動した際に、

Windowsファイアウォールが警告を表示する場合があります。その場
合は、Aブロックしない Bを選択して先へ進んでください。

● Aブロックする Bを選択すると、Windowsファイアウォールがマルチ
キャストストリームをブロックするので、ビューワーはマルチキャス
トを再生できません。

B HTTP ポート HTTPのポート番号を変更できます。工場出荷時は、80番です。
カメラのプロトコルページで設定してあるパラメーターと同じ値を指定し
てください。(A 51ページ )

Cマルチキャス
ト IPアドレス

マルチキャスト IPアドレスを変更できます。
工場出荷時は 225.0.2.1です。
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Dマルチキャス
トポート

マルチキャストのポート番号を変更できます。
工場出荷時は、59152番です。
[手動配信 ]ページのMPEG4[配信 ]項目で [開始 ]を選択した場合に有効
です。
カメラの [手動配信 ]ページに設定してあるパラメーターと同じ値を指定
してください。(A 52ページ )



音声モニタに関する設定
（VN-V686WPCのみ）

JPEGビューワー、MPEG4ビューワーを使って音声を送受信するための設定をします。
● 他のメニューが表示されているときは、[ビューワー設定 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側の各メニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

B

A

D

C

A
A

� 受信
クリック クリック クリック

� 送信 � 共通
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� 受信設定 カメラから配信される音声の受信に関して設定します。

A受信 受信の有無を設定します。受信する場合は、AOnBを選択します。

Bストリーム 受信する音声のストリームの形式を選択します。
AHTTPBを選択すると、パケットロスが起こった場合には再送によってリ
カバリーされます。Aマルチキャスト Bを選択すると、多数のクライアン
ト PCでカメラの音声をモニターできます。なおマルチキャストで受信す
る場合には、[手動配信 ]ページにおいてマルチキャストを送信開始して
ください。(A 52ページ )

ご注意：                                                                                             
● Aマルチキャスト Bに設定して統合ビューワーを起動したときに、

Windowsファイアウォールが警告を表示する場合があります。その場
合は、Aブロックしない Bを選択して先へ進んでください。

● Aブロックする Bを選択すると、Windowsファイアウォールがマルチ
キャストストリームをブロックするので、クライアント PCは音声を
受信できません。

Cマルチキャス
ト IPアドレス

マルチキャスト IPアドレスを変更できます。
工場出荷時は 225.0.3.1です。
カメラの [手動配信 ]ページに設定してあるパラメーターと同じ値を指定
してください。(A 52ページ )

Dマルチキャス
トポート

マルチキャストのポート番号を変更できます。
工場出荷時は、39152番です。
カメラの [手動配信 ]ページに設定してあるパラメーターと同じ値を指定
してください。(A 52ページ )

� 送信設定 パソコンからカメラへの音声送信に関して設定します。

A宛先ポート パソコンからカメラへの音声送信の宛先ポートを変更できます。工場出荷
時は、49298番です。

� 共通 HTTPポートの設定を入力します。

A HTTPポート クライアント PCが HTTPでカメラへアクセスする場合のポート番号を変
更できます。
工場出荷時は、80番です。
カメラのプロトコルページで設定してあるパラメーターと同じ値を指定し
てください。(A 51ページ )
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操作

オペレータ パスワード

PTZ操作に必要なオペレーターパスワードの設定をします。

● 他のメニューが表示されているときは、[ビューワー設定 ]をクリックして切り換えます。
● 画面左側のメニューバーをクリックし、設定画面を開いてください。

統合ビューワーの操作 (つづき )

A

クリック

� オペレーターパスワード
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A オペレータ パスワード PTZ操作に必要なオペレーターパスワードの設定を行います。

オペレータ パス
ワード

オペレーターパスワードを入力します。



ビューワーの終了
ウィンドウ右上の [× ]ボタンで終了します。

● 次回、統合ビューワーを起動する際には、Internet Explorerを起動しアドレス欄に統合ビューワー
の URLを入力します。
例えばカメラの IPアドレスが 192.168.0.2であれば、次を入力してください。
http://192.168.0.2/

メモ：                                                                                                                           

クリック
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● [セキュリティ警告 ]画面が表示されたら [OK]をクリックし、先に進んでください。



その他

こんなときは

症状 原因と対応 参照ページ
カメラの IPアドレスがわか
らない

● 工場出荷時であれば 192.168.0.2、サブネットマ
スクは 255.255.255.0です。

● [IP 設定 ]が ADHCPBに設定されており、DHCP
サーバーが存在しない LANで起動した場合に
は、工場出荷時の IPアドレスで起動します。

● 同じ LANに設定されているパソコンからであれ
ば、検索ツールを使って検索できます。

A 10ページ

カメラのWebページを閲覧
できない

Internet Explorerの設定を確認してください。
また、プロキシーサーバーをご使用の場合には、
Internet Explorerのプロキシーサーバーの設定を行
なってください。

A 8ページ

統合ビューワーをインストー
ルできない

Internet Explorerの設定を確認してください。
統合ビューワーは ActiveXというソフトウェアコン
ポーネントで構成されています。
はじめて統合ビューワーを使った際に ActiveXがイ
ンストールされますが、アンチウィルスソフトの
設定によっては ActiveXのインストールを受け付け
ない場合があります。そのような場合にはアンチ
ウィルスソフトの設定を変更してから内蔵ビュー
ワーをインストールしてください。

A 74ページ

統合ビューワーをインストー
ルする際に、VeriSign社によ
る認証が表示される

統合ビューワーには VeriSign社の電子署名が行わ
れています。
パソコンがインターネットに接続されているネッ
トワーク環境では、VeriSign社の認証によって統
合ビューワーの真正性を確認できるようになって
います。

ー

統合ビューワーを起動すると
警告メッセージが出る

統合ビューワーは ActiveXというソフトウェアコン
ポーネントで構成されています。
はじめて内蔵ビューワーを使った際に ActiveXがイ
ンストールされますが、アンチウィルスソフトの
設定によっては ActiveXのインストールを受け付け

ー
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ない場合があります。そのような場合にはアンチ
ウィルスソフトの設定を変更してから内蔵ビュー
ワーをインストールしてください。

TCPの画像が再生されない カメラが TCP送信できる画像の最大本数は 20で、
1台のカメラへ接続できる統合ビューワーは最大で
20個となります。
それ以上の箇所でモニターしたい場合は、マルチ
キャストをご利用ください。
カメラは JPEGとMPEG4のマルチキャストを 1
本ずつ送信可能です。

A 3ページ



症状 原因と対応 参照ページ
マルチキャストの映像が再生
されない

● カメラの [手動配信 ]ページから手動でマルチ
キャストを送信開始してください。

● 統合ビューワーでマルチキャスト受信する場合、
カメラの [手動配信 ]ページと統合ビューワー
の設定とで、マルチキャストアドレスとポート
番号が一致しているか確認してください。
またマルチキャストは IGMP v2に対応したネッ
トワークでご利用ください。

● Windowsのファイアウォールによってデータが
ブロックされている場合があります。その場合
は下記操作で通過させることができます。
Windows XP：
[スタート ]-[コントロールパネル ]で
[Windowsファイアウォール ]をダブルクリック
し、[例外 ]タブにある [ポートの追加 ...]をク
リックし、ポート番号の欄に通過させたいポー
ト番号を登録してください。名前の欄には、任
意の文字列を登録してください。
Windows Vista：
[スタート ]-[コントロールパネル ]-[Windows
ファイアウォール ]で [設定の変更 ]をダブルク
リックし、[例外 ]タブにある [ポートの追加 ...]
をクリックし、ポート番号の欄に通過させたい
ポート番号を登録してください。名前の欄には、
任意の文字列を登録してください。

A 52ページ
A 91ページ
A 93ページ

統合ビューワーに白い領域が
現れる

一部のパソコンでは、Internet Explorerの下記設定
を行うと、Internet Explorerの中の一部の領域が描
画されず白く残る場合があります。
[デスクトップで右クリック ]-[プロパティ ]-
[設定 ]-[詳細設定 ]-[全般 ]-[DPI設定 ]で、A大
きなサイズ Bか Aカスタム設定 Bを選んだ場合は、
A通常のサイズ Bを選択すれば、正常な描画に戻り
ます。

^

表示される映像のフレーム
レートが低い

● 統合ビューワーを用いている場合は、統合
ビューワーの設定を確認してください。

A 27ページ
A 52ページ
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● ネットワークの帯域が狭い場合には、フレーム
レートが制約されます。

●  画像配信設定が、Aクライアント数優先 Bモード
に設定されている場合、配信要求が増えると、
設定したフレームレートより低いフレームレー
トで配信されます。

A 51ページ



その他

こんなときは (つづき )

症状 原因と対応 参照ページ
TCP/UDPによるアラーム通
知をパソコンで受信できない

● Windowsのファイアウォールによってデータが
ブロックされている場合があります。その場合
は下記操作で通過させることができます。
Windows XP：
[スタート ]-[コントロールパネル ]で
[Windowsファイアウォール ]をダブルクリック
し、[例外 ]タブにある [ポートの追加 ...]をク
リックし、ポート番号の欄に通過させたいポー
ト番号を登録してください。名前の欄には、任
意の文字列を登録してください。
Windows Vista：
[スタート ]-[コントロールパネル ]-[Windows
ファイアウォール ]で [設定の変更 ]をダブルク
リックし、[例外 ]タブにある [ポートの追加 ...]
をクリックし、ポート番号の欄に通過させたい
ポート番号を登録してください。名前の欄には、
任意の文字列を登録してください。

^

FTPサーバーに記録したファ
イル名が文字バケする

ファイル名に全角文字を使用する場合は、文字
コードが EUC-JPの FTPサーバーを使用してくだ
さい。

A 35ページ

MPEG4ビューワーが黒画面
になる

ffdshowは、インストールしましたか？
内蔵 MPEG4ビューワーを利用するには、オープ
ンソースのコーデック ffdshowをインストールし
てください。ffdshowはインターネットから入手で
きます。

^

画面上に A警告 :ファン (※ )
が停止しています。Bと表示
される。（ Tは数字）

内部の冷却ファンの異常です。
BA警告 :ファン (※ )が停止しています。Bの表示
文字をお控えの上、　最寄りのビクターサービス
へお問い合わせください。本機の電源は切ってお

^

100

いてください。

自動的にパン動作をする [オートクリーニング ]が AOnBになっている場合
は異常ではありません。設定を確認してください。

A 59ページ

PTZなどの操作ができない ネットワークの帯域が不足している可能性があり
ます。
十分な帯域を確保し、A100 M FullBで運用してくだ
さい。

A 3ページ
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